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(57)【要約】
【課題】画像表示パネルの高解像度化に対応する。
【解決手段】第１の色を表示する第１副画素、第２の色
を表示する第２副画素、第３の色を表示する第３副画素
、及び、第４の色を表示する第４副画素を含む画素が２
次元マトリクス状に配列された画像表示パネル３０と、
画像表示パネル３０の複数の領域を分担し、自身が担当
する領域への入力信号の入力ＨＳＶ色空間の入力値を、
第１の色、第２の色、第３の色及び第４の色で再現され
る再現ＨＳＶ色空間の再現値に変換して生成し、生成し
た出力信号を画像表示パネル３０に出力する信号処理回
路２１及び２２と、を備える。信号処理回路２１及び２
２は、画像表示パネル３０全体に関する伸長係数αＡを
協働して決定する。信号処理回路２１及び２２は、自身
が担当する領域に関して、入力信号及び伸長係数αＡに
基づいて第１～第４副画素の出力信号を算出する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の色を表示する第１副画素、第２の色を表示する第２副画素、第３の色を表示する
第３副画素及び第４の色を表示する第４副画素を含む画素が２次元マトリクス状に配列さ
れた画像表示パネルと、
　前記画像表示パネルの複数の領域を分担し、自身が担当する領域への入力信号の入力Ｈ
ＳＶ色空間の入力値を、前記第１の色、前記第２の色、前記第３の色及び前記第４の色で
再現される再現ＨＳＶ色空間の再現値に変換して生成し、生成した出力信号を前記画像表
示パネルに出力する複数の信号処理回路と、
　を備え、
　前記複数の信号処理回路は、前記画像表示パネル全体に関する伸長係数αＡを協働して
決定し、
　前記信号処理回路は、自身が担当する領域に関して、
　少なくとも前記第１副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第１副画素
の出力信号を算出して前記第１副画素へ出力し、
　少なくとも前記第２副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第２副画素
の出力信号を算出して前記第２副画素へ出力し、
　少なくとも前記第３副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第３副画素
の出力信号を算出して前記第３副画素へ出力し、
　前記第１副画素の入力信号、前記第２副画素の入力信号及び前記第３副画素の入力信号
に基づいて前記第４副画素の出力信号を算出し、前記第４副画素へ出力する、
　表示装置。
【請求項２】
　前記複数の信号処理回路の内の１つは、前記複数の信号処理回路の他に対してマスタと
して動作し、
　前記複数の信号処理回路の他は、マスタとして動作する前記信号処理回路に対してスレ
ーブとして動作し、
　前記複数の信号処理回路の各々は、自身が担当する領域への入力信号に対する伸長係数
を算出し、
　スレーブとして動作する前記信号処理回路は、自身が算出した伸長係数をマスタとして
動作する前記信号処理回路に送信し、
　マスタとして動作する前記信号処理回路は、自身が算出した伸長係数と、スレーブとし
て動作する前記信号処理回路から受信した伸長係数と、に基づいて、前記伸長係数αＡを
決定し、スレーブとして動作する前記信号処理回路に送信する、
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記複数の信号処理回路は、同一の回路構成を有する半導体集積回路であり、外部から
入力される設定信号に応じて、マスタ又はスレーブとして動作する、
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　マスタとして動作する前記信号処理回路は、前記複数の信号処理回路が算出した複数の
伸長係数のうちの最小のものを前記伸長係数αＡに決定する、
　請求項２又は３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記信号処理回路は、
　自身が担当する領域への入力信号に対する伸長係数を算出する算出部と、
　自身が担当する領域への入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記出力信号を算出
する伸長処理部と、
　自身が算出した伸長係数を、マスタとして動作する前記信号処理回路に送信し、前記伸
長係数αＡを、マスタとして動作する前記信号処理回路から受信する送受信部と、
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　自身が算出した伸長係数と、スレーブとして動作する前記信号処理回路から受信した伸
長係数と、に基づいて、前記伸長係数αＡを決定する集計部と、
　を備える、
　請求項３又は４に記載の表示装置。
【請求項６】
　スレーブとして動作する前記信号処理回路の前記集計部は、電力供給が遮断され、動作
しない、
　請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　スレーブとして動作する前記信号処理回路は、自身が算出した伸長係数の逆数をマスタ
として動作する前記信号処理回路に送信し、
　マスタとして動作する前記信号処理回路は、前記伸長係数αＡの逆数をスレーブとして
動作する前記信号処理回路に送信する、
　請求項２から６のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記画像表示パネルを照明する光源装置を備え、
　マスタとして動作する前記信号処理回路は、少なくとも前記伸長係数αＡに基づいて、
前記光源装置の輝度を制御する、
　請求項２から７のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項９】
　複数のブロックを有して、前記画像表示パネルを照明する光源装置を備え、
　前記複数の信号処理回路の各々は、前記画像表示パネルを照明する前記光源装置の自身
が担当する領域を照明する前記ブロックを制御する、
　請求項２から７のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記算出部は、
　前記再現ＨＳＶ色空間に対して、色相及び彩度の値の組み合わせにおいて前記再現ＨＳ
Ｖ色空間の明度の最大値に対して当該最大値を超える幅の割合の上限である限界値を設定
し、
　前記入力信号の各副画素の信号に対して乗算した値のうち明度の最大値を超える値が、
前記明度の最大値に前記限界値を乗算した値を超えない範囲で、前記入力信号に対する伸
長係数を算出する、
　請求項１から９のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記算出部は、
　前記再現ＨＳＶ色空間を彩度、明度及び色相の少なくとも１つで複数に分割し、分割し
た複数の空間のうち少なくとも２つの空間に対して、色相及び彩度の値の組み合わせにお
いて前記再現ＨＳＶ色空間の明度の最大値に対して当該最大値を超える幅の割合の上限で
ある限界値として異なる値を設定する、
　請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記算出部は、前記彩度を基準として前記再現ＨＳＶ色空間を２つ以上の空間に分割す
る、
　請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記算出部は、前記色相を基準として前記再現ＨＳＶ色空間を２つ以上の空間に分割す
る、
　請求項１１又は１２に記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記算出部は、前記明度を基準として前記再現ＨＳＶ色空間を２つ以上の空間に分割す
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る、
　請求項１１から１３のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１５】
　前記第４の色は、白色である、
　請求項１から１４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１６】
　請求項１から１５のいずれか１項に記載の表示装置と、
　前記表示装置に前記入力信号を供給する制御装置と、を有する電子機器。
【請求項１７】
　第１の色を表示する第１副画素、第２の色を表示する第２副画素、第３の色を表示する
第３副画素及び第４の色を表示する第４副画素を含む画素が２次元マトリクス状に配列さ
れた画像表示パネルと、前記画像表示パネルの複数の領域を分担し、自身が担当する領域
への入力信号の入力ＨＳＶ色空間の入力値を、前記第１の色、前記第２の色、前記第３の
色及び前記第４の色で再現される再現ＨＳＶ色空間の再現値に変換して生成し、生成した
出力信号を前記画像表示パネルに出力する複数の信号処理回路と、を備える表示装置の駆
動方法であって、
　前記複数の信号処理回路が、前記画像表示パネル全体に関する伸長係数αＡを協働して
決定するステップと、
　前記信号処理回路が、自身が担当する領域に関して、少なくとも前記第１副画素の入力
信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第１副画素の出力信号を算出して前記第１副画
素へ出力し、
　少なくとも前記第２副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第２副画素
の出力信号を算出して前記第２副画素へ出力し、
　少なくとも前記第３副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第３副画素
の出力信号を算出して前記第３副画素へ出力し、
　前記第１副画素の入力信号、前記第２副画素の入力信号及び前記第３副画素の入力信号
に基づいて前記第４副画素の出力信号を算出し、前記第４副画素へ出力するステップと、
　を含む表示装置の駆動方法。
【請求項１８】
　第１の色を表示する第１副画素、第２の色を表示する第２副画素、第３の色を表示する
第３副画素及び第４の色を表示する第４副画素を含む画素が２次元マトリクス状に配列さ
れた画像表示パネルと、前記画像表示パネルの複数の領域を分担し、自身が担当する領域
への入力信号の入力ＨＳＶ色空間の入力値を、前記第１の色、前記第２の色、前記第３の
色及び前記第４の色で再現される再現ＨＳＶ色空間の再現値に変換して生成し、生成した
出力信号を前記画像表示パネルに出力する複数の信号処理回路と、を備える表示装置で、
前記複数の信号処理回路が実行する信号処理方法であって、
　前記複数の信号処理回路が、前記画像表示パネル全体に関する伸長係数αＡを協働して
決定するステップと、
　前記信号処理回路が、自身が担当する領域に関して、少なくとも前記第１副画素の入力
信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第１副画素の出力信号を算出して前記第１副画
素へ出力し、
　少なくとも前記第２副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第２副画素
の出力信号を算出して前記第２副画素へ出力し、
　少なくとも前記第３副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第３副画素
の出力信号を算出して前記第３副画素へ出力し、
　前記第１副画素の入力信号、前記第２副画素の入力信号及び前記第３副画素の入力信号
に基づいて前記第４副画素の出力信号を算出し、前記第４副画素へ出力するステップと、
　を含む信号処理方法。
【請求項１９】
　第１の色を表示する第１副画素、第２の色を表示する第２副画素、第３の色を表示する



(5) JP 2014-191338 A 2014.10.6

10

20

30

40

50

第３副画素及び第４の色を表示する第４副画素を含む画素が２次元マトリクス状に配列さ
れた画像表示パネルの複数の領域の内の１つの領域を分担し、自身が担当する領域への入
力信号の入力ＨＳＶ色空間の入力値を、前記第１の色、前記第２の色、前記第３の色及び
前記第４の色で再現される再現ＨＳＶ色空間の再現値に変換して生成し、生成した出力信
号を前記画像表示パネルに出力する信号処理回路であって、
　前記複数の領域の内の他の領域を担当する他の信号処理回路と協働して、前記画像表示
パネル全体に関する伸長係数αＡを決定し、
　自身が担当する領域に関して、
　少なくとも前記第１副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第１副画素
の出力信号を算出して前記第１副画素へ出力し、
　少なくとも前記第２副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第２副画素
の出力信号を算出して前記第２副画素へ出力し、
　少なくとも前記第３副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第３副画素
の出力信号を算出して前記第３副画素へ出力し、
　前記第１副画素の入力信号、前記第２副画素の入力信号及び前記第３副画素の入力信号
に基づいて前記第４副画素の出力信号を算出し、前記第４副画素へ出力する、
　信号処理回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置及びその駆動方法に関する。また、本発明は、上記の表示装置を備
えた電子機器に関する。また、本発明は、上記の表示装置での信号処理方法及び信号処理
回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話や電子ペーパーなどのモバイル機器向け等の表示装置の需要が高くなっ
ている。表示装置では、１つの画素が複数の副画素を備え、当該複数の副画素がそれぞれ
異なる色の光を出力し、当該副画素の表示のＯＮ、ＯＦＦを切り換えることで、１つの画
素で種々の色を表示させている。このような表示装置には、白色を含む４つの副画素を１
つの画素とするものがある（特許文献１及び２参照）。
【０００３】
　特許文献１には、第１、第２、第３及び第４副画素から構成された画素が、２次元マト
リクス状に配列されて成る画像表示パネルと、入力信号が入力され、出力信号を出力する
信号処理部とを備えた表示装置が記載されている。表示装置は、３原色に第４の色を加え
ることでＨＳＶ色空間を３原色の場合よりも拡大することができる。信号処理部は、彩度
Ｓを変数とした明度の最大値Ｖｍａｘ（Ｓ）を記憶しており、入力信号の信号値に基づき
彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求め、Ｖｍａｘ（Ｓ）／Ｖ（Ｓ）の値の内の少なくとも１つの
値に基づいて伸長係数αを求め、第４副画素への出力信号値を、少なくとも第１、第２及
び第３副画素への入力信号値に基づき求め、第１、第２及び第３副画素への出力信号値を
、入力信号値、伸長係数α、及び、第４出力信号値に基づき算出する。
【０００４】
　また、特許文献２には、赤、緑、青のカラーフィルタを有する副画素と、白色の光の透
過を制御するための副画素とを有する複数の画素が設けられた表示パネルと、赤、緑、青
、及び白の光源を有するバックライト部と、表示パネルを動画モードで表示するか、又は
静止画モードで表示するかを切り換える画像切替回路と、動画モードでは画像信号に応じ
てバックライト部の赤、緑、青の輝度の制御をし、静止画モードでは画像信号に応じてバ
ックライト部の白の光源の輝度の制御をする表示制御回路と、を有する表示装置が記載さ
れている。
【０００５】
　特許文献１及び２に示すように複数の副画素のうち、画像信号に基づいて、１つの副画
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素（基本的には白の副画素）で拡張したＨＳＶ領域に対応させて、画像信号を伸長させる
ことで、光源の光量を低下させて、所望の画像を再現することができる。また、光源の光
量を大きくせずに画像を明るくすることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１０－３３００９号公報
【特許文献２】特開２０１１－２４８３５２号公報
【特許文献３】特開２０１２－１２８３７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、近年、画像表示パネルの高解像度化（高画素数化）が急速に進展している。
例えば、スマートフォンでは、フルＨＤ（１９２０×１０８０ピクセル）の画像表示パネ
ルが用いられるようになってきており、タブレットでは、それを超える解像度の画像表示
パネルが用いられるようになってきている。画像表示パネルの画素数が多くなると、ＨＳ
Ｖ領域を拡張させて画像信号を伸長させる処理負荷が大きくなる。そのため、画像表示パ
ネルの高解像度化に十分に対応できなくなる可能性がある。
【０００８】
　また、画像表示パネルの画素数が多くなると、画像処理を行う半導体集積回路のピン数
を多くすることが必要になってくる。しかしながら、半導体集積回路のピン数には、製造
上、実装上の制約があるので、画像表示パネルの高解像度化に十分に対応できなくなる可
能性がある。
【０００９】
　なお、特許文献３には、複数の液晶画素を有する液晶パネルと複数のデータ駆動部と複
数のタイミングコントローラとを備え、前記複数の液晶画素は、複数のブロックのいずれ
かに属し、前記複数のデータ駆動部のそれぞれは、前記複数のいずれかのブロックに対応
し、前記ブロックに属する液晶画素の光の透過率を制御し、前記複数のタイミングコント
ローラのそれぞれは、前記複数のデータ駆動部のいずれかに対応し、前記対応するデータ
駆動部が対応するブロックに表示される部分画像のデータを取得して、前記対応するデー
タ駆動部が対応するブロックに属する液晶画素の光の透過率を制御するための制御データ
を前記対応するデータ駆動部に出力することを特徴とする表示装置が記載されている。し
かしながら、特許文献１及び２のようにＨＳＶ領域を拡張させる場合には、液晶パネルに
含まれる複数の画素全体を考慮してＨＳＶ領域を拡張することが好ましいが、特許文献３
ではこの点に関して記載されていない。
【００１０】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、画像表示パネルの高解像
度化に対応することが可能な表示装置、電子機器、表示装置の駆動方法、信号処理方法及
び信号処理回路を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、第１の色を表示する第１副
画素、第２の色を表示する第２副画素、第３の色を表示する第３副画素及び第４の色を表
示する第４副画素を含む画素が２次元マトリクス状に配列された画像表示パネルと、前記
画像表示パネルの複数の領域を分担し、自身が担当する領域への入力信号の入力ＨＳＶ色
空間の入力値を、前記第１の色、前記第２の色、前記第３の色及び前記第４の色で再現さ
れる再現ＨＳＶ色空間の再現値に変換して生成し、生成した出力信号を前記画像表示パネ
ルに出力する複数の信号処理回路と、を備え、前記複数の信号処理回路は、前記画像表示
パネル全体に関する伸長係数αＡを協働して決定し、前記信号処理回路は、自身が担当す
る領域に関して、少なくとも前記第１副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて
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前記第１副画素の出力信号を算出して前記第１副画素へ出力し、少なくとも前記第２副画
素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第２副画素の出力信号を算出して前記
第２副画素へ出力し、少なくとも前記第３副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づ
いて前記第３副画素の出力信号を算出して前記第３副画素へ出力し、前記第１副画素の入
力信号、前記第２副画素の入力信号及び前記第３副画素の入力信号に基づいて前記第４副
画素の出力信号を算出し、前記第４副画素へ出力する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明による表示装置、電子機器、表示装置の駆動方法、信号処理方法及び信号処理回
路によれば、画像表示パネルの高解像度化に対応することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明の一実施形態に係る表示装置の構成の一例を示すブロック図であ
る。
【図２】図２は、図１の表示装置における画像表示パネル及び画像表示パネル駆動回路の
概念図である。
【図３】図３は、画像表示パネルの概略平面図である。
【図４】図４は、信号処理回路の内部構成の概要を示す図である。
【図５】図５は、本実施形態の表示装置で再現可能な再現ＨＳＶ色空間の概念図である。
【図６】図６は、再現ＨＳＶ色空間の色相と彩度との関係を示す概念図である。
【図７】図７は、再現ＨＳＶ色空間の彩度と明度との関係を示す概念図である。
【図８】図８は、空間を分割していない再現ＨＳＶ色空間の彩度と明度との関係を示す概
念図である。
【図９】図９は、再現ＨＳＶ色空間の彩度と明度との関係を示す概念図である。
【図１０】図１０は、再現ＨＳＶ色空間の彩度と明度との関係を示す概念図である。
【図１１】図１１は、信号処理回路の動作タイミングを示すタイミング図である。
【図１２】図１２は、信号処理回路の動作タイミングを示すタイミング図である。
【図１３】図１３は、表示装置の制御動作の一例を示すフローチャートである。
【図１４】図１４は、１つのマスタとしての信号処理回路と、２つのスレーブとしての信
号処理回路と、の接続を示す図である。
【図１５】図１５は、部分駆動可能な面状光源装置を示す平面図である。
【図１６】図１６は、適用例１に係る電子機器の構成の一例を示す斜視図である。
【図１７】図１７は、電子機器の制御動作の一例を示すフローチャートである。
【図１８】図１８は、本実施形態に係る表示装置が適用されるテレビジョン装置を示す図
である。
【図１９】図１９は、本実施形態に係る表示装置が適用されるデジタルカメラを示す図で
ある。
【図２０】図２０は、本実施形態に係る表示装置が適用されるデジタルカメラを示す図で
ある。
【図２１】図２１は、本実施形態に係る表示装置が適用されるビデオカメラの外観を示す
図である。
【図２２】図２２は、本実施形態に係る表示装置が適用されるノート型パーソナルコンピ
ュータを示す図である。
【図２３】図２３は、本実施形態に係る表示装置が適用される情報携帯端末を示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、発明を実施するための形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説
明は以下の順序で行う。
１．実施形態（表示装置、電子機器、表示装置の駆動方法及び信号処理方法）
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　　　１つの画素に白色の副画素を含む
　　　入力信号に基づいて各領域の伸長係数を算出
　　　画像表示パネル全体の伸長係数を決定
　　　画像表示パネル全体の伸長係数に基づいて出力信号を生成
２．適用例（電子機器）
　　　上記実施形態に係る表示装置が電子機器に適用されている例
３．本開示の構成
【００１５】
＜１．実施形態＞
　図１は、本発明の一実施形態に係る表示装置の構成の一例を示すブロック図である。図
２は、図１の表示装置における画像表示パネル及び画像表示パネル駆動回路の概念図であ
る。図１に示すように、本実施形態の表示装置１０は、表示装置１０の各部に信号を送り
、動作を制御する信号処理回路２１及び２２と、信号処理回路２１及び２２から出力され
た出力信号に基づいて画像を表示させる画像表示パネル３０と、画像表示パネル３０の駆
動を制御する画像表示パネル駆動回路４０と、画像表示パネル３０を背面から照明する面
状光源装置５０と、面状光源装置５０の駆動を制御する面状光源装置制御回路６０と、を
備える。なお、表示装置１０は、特開２０１１－１５４３２３号公報に記載されている画
像表示装置組立体と同様の構成であり、特開２０１１－１５４３２３号公報に記載されて
いる各種変形例が適用可能である。
【００１６】
　画像表示パネル３０は、図２に示すように、第１原色（例えば、赤色）を表示する第１
副画素４９Ｒ、第２原色（例えば、緑色）を表示する第２副画素４９Ｇ、第３原色（例え
ば、青色）を表示する第３副画素４９Ｂ、及び、第４の色（具体的には白色）を表示する
第４副画素４９Ｗを含む画素４８が、Ｐ０×Ｑ０個（水平方向にＰ０個、垂直方向にＱ０

個）、２次元マトリクス状に配列されている。
【００１７】
　本実施形態の表示装置は、より具体的には、透過型のカラー液晶表示装置である。画像
表示パネル３０は、カラー液晶表示パネルであり、第１副画素４９Ｒと画像観察者との間
に第１原色を通過させる第１カラーフィルタが配置され、第２副画素４９Ｇと画像観察者
との間に第２原色を通過させる第２カラーフィルタが配置され、第３副画素４９Ｂと画像
観察者との間に第３原色を通過させる第３カラーフィルタが配置されている。また、画像
表示パネル３０は、第４副画素４９Ｗと画像観察者との間にカラーフィルタが配置されて
いない。ここで、第４副画素４９Ｗには、カラーフィルタの代わりに透明な樹脂層が備え
られていても良い。このように画像表示パネル３０は、透明な樹脂層を設けることで、第
４副画素４９Ｗにカラーフィルタを設けないことによって第４副画素４９Ｗに大きな段差
が生じることを防止することができる。
【００１８】
　そして、画像表示パネル３０は、図２に示す例では、第１副画素４９Ｒ、第２副画素４
９Ｇ、第３副画素４９Ｂ及び第４副画素４９Ｗをストライプ配列に類似した配列にて配置
されている。なお、１つの画素に含まれる副画素の構成及びその配置は、特に限定されな
い。画像表示パネル３０が、第１副画素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ、第３副画素４９Ｂ及
び第４副画素４９Ｗをダイアゴナル配列（モザイク配列）に類似した配列で配置しても良
い。また、例えば、デルタ配列（トライアングル配列）に類似した配列、レクタングル配
列に類似した配列等としても良い。一般的には、ストライプ配列に類似した配列は、パー
ソナルコンピュータ等においてデータや文字列を表示するのに好適である。これに対して
、モザイク配列に類似した配列は、ビデオカメラレコーダやデジタルスチルカメラ等にお
いて自然画を表示するのに好適である。
【００１９】
　再び図１を参照すると、信号処理回路２１及び２２は、画像表示パネル３０及び面状光
源装置５０の動作を制御する演算処理回路である。
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【００２０】
　信号処理回路２１は、画像表示パネル３０の複数の画素４８のうち、図１中左側のＩ×
Ｑ０個（水平方向にＩ個（但し１≦Ｉ＜Ｐ０）、垂直方向にＱ０個）の領域３０ａの処理
を担当する。信号処理回路２２は、画像表示パネル３０の複数の画素４８のうち、図１中
右側の（Ｐ０－Ｉ）×Ｑ０個（水平方向に（Ｐ０－Ｉ）個、垂直方向にＱ０個）の領域３
０ｂの処理を担当する。
【００２１】
　信号処理回路２１及び２２の各々は、半導体集積回路（半導体チップ）であり、例えば
ＣＯＧ（Chip　On　Glass）である。図３は、画像表示パネルの概略平面図である。画像
表示パネル３０は、ＴＦＴ（Thin　Film　Transistor）素子等が形成されたＴＦＴ基板３
１と、ＴＦＴ基板３１の主面に対向するように配置された対向基板３２と、を有する。Ｔ
ＦＴ基板３１と対向基板３２との間には、液晶が封入されている。ＴＦＴ基板３１は、そ
の主面に垂直な方向から視て対向基板３２と重ならない領域３１ａを有している。ＣＯＧ
としての信号処理回路２１及び２２は、この領域３１ａに実装されている。
【００２２】
　このように、表示装置１０は、領域３０ａの処理を担当する信号処理回路２１と、領域
３０ｂの処理を担当する信号処理回路２２と、を備える。これにより、表示装置１０は、
半導体チップのピン数の制約がある場合であっても、画像表示パネルの高解像度化に対応
することができる。
【００２３】
　再び図１を参照すると、信号処理回路２１は、信号処理回路２２、画像表示パネル駆動
回路４０及び面状光源装置制御回路６０と接続されている。信号処理回路２２は、信号処
理回路２１及び画像表示パネル駆動回路４０と接続されている。
【００２４】
　信号処理回路２１と信号処理回路２２とは、協働する。より具体的には、信号処理回路
２１は、信号処理回路２２のマスタとして動作し、信号処理回路２２は、信号処理回路２
１のスレーブとして動作する。
【００２５】
　信号処理回路２１は、外部のアプリケーションプロセッサ（ホストＣＰＵ、図示せず）
から入力される入力信号を処理して出力信号及び面状光源装置制御信号を生成する。信号
処理回路２２は、外部のアプリケーションプロセッサから入力される入力信号を処理して
出力信号を生成する。つまり、信号処理回路２１及び２２は、入力信号の入力ＨＳＶ色空
間の入力値（入力信号）を、第１の色、第２の色、第３の色及び第４の色で再現される再
現ＨＳＶ色空間の再現値（出力信号）に変換して生成する。そして、信号処理回路２１及
び２２は、生成した出力信号を画像表示パネル駆動回路４０に出力する。また、信号処理
回路２１は、生成した面状光源装置制御信号を面状光源装置制御回路６０に出力する。
【００２６】
　図４は、信号処理回路の内部構成の概要を示す図である。図４に示すように、信号処理
回路２１は、信号処理部２１１と、α送受信部２１２と、α集計部２１３と、を有する。
信号処理部２１１は、α算出部２１１ａと、伸長処理部２１１ｂと、を有する。
【００２７】
　信号処理回路２２は、信号処理部２２１と、α送受信部２２２と、α集計部２２３と、
を有する。信号処理部２２１は、α算出部２２１ａと、伸長処理部２２１ｂと、を有する
。
【００２８】
　このように、信号処理回路２１及び２２は、同一の回路構成を有する。つまり、信号処
理回路２１及び２２は、同一のマスクを用いて同一の製造工程で製造されたものである。
本実施形態では、信号処理回路２１は信号処理回路２２のマスタとして動作し、信号処理
回路２２は信号処理回路２１のスレーブとして動作する。信号処理回路２１及び２２がマ
スタとして動作するかスレーブとして動作するかは、信号処理回路２１及び２２に入力さ
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れる少なくとも１ビット幅（本実施形態では２ビット幅）の設定信号で設定される。
【００２９】
　信号処理回路２１は、少なくとも１本（本実施形態では２本）の設定信号入力端子（入
力ピン）２１Ｐを備え、信号処理回路２２は、少なくとも１本（本実施形態では２本）の
設定信号入力端子（入力ピン）２２Ｐを備えている。信号処理回路２１及び２２は、例え
ば、「Ｌ（ローレベル）Ｌ」の設定信号が入力される場合はマスタとして動作し、「ＬＨ
（ハイレベル）」の設定信号が入力される場合は第１のスレーブとして動作し、「ＨＬ」
の設定信号が入力される場合は第２のスレーブとして動作し、「ＨＨ」の設定信号が入力
される場合は第３のスレーブとして動作する。設定信号がｎビット幅（ｎは自然数）の場
合、表示装置１０は、（２ｎ－１）個までのスレーブを備えることができる。
【００３０】
　なお、スレーブの最大数は、通信時間及び通信タイミングを規定する必要があるので、
予め制限しておいても良い。また、マスタには、接続されるスレーブの数を設定しても良
い。
【００３１】
　このように信号処理回路２１及び２２を同一の回路構成とすることで、マスタ用の信号
処理回路とスレーブ用の信号処理回路とを別個に設計及び製造する場合と比較して、設計
コスト及び製造コストを低減することができる。
【００３２】
　ローレベルの信号は、接地（ＧＮＤ）ラインと設定信号入力端子とを接続することで信
号処理回路２１及び２２に入力することができる。ハイレベルの信号は、電源（ＶＤＤ）
ラインと設定信号入力端子とを接続することで信号処理回路２１及び２２に入力すること
ができる。これにより、信号処理回路２１及び２２は、動作モードを容易かつ確実に設定
することができる。
【００３３】
　なお、本実施形態では、信号処理回路２１及び２２が、設定信号入力端子を備え、設定
信号入力端子に設定信号が入力されることとした。しかし、信号処理回路２１及び２２が
、モード設定用のレジスタを内蔵し、パワーオン時の初期化処理の際に外部のアプリケー
ションプロセッサからレジスタに入力される（書き込まれる）設定信号（モード値）に従
って、マスタ又はスレーブとして動作することとしても良い。これにより、信号処理回路
２１及び２２の動作モードをソフトウェアから設定することができ、仕様変更等に柔軟に
対応することができる。
【００３４】
　信号処理回路２１のα算出部２１１ａは、領域３０ａに関して、伸長係数を算出する。
なお、以下では、α算出部２１１ａで算出された伸長係数をα１と言うことがある。また
、α算出部２１１ａは、１／α１を算出する。なお、伸長係数の算出処理については、後
述する。
【００３５】
　信号処理回路２２のα算出部２２１ａは、領域３０ｂに関して、伸長係数を算出する。
なお、以下では、α算出部２２１ａで算出された伸長係数をα２と言うことがある。また
、α算出部２２１ａは、１／α２を算出する。
【００３６】
　信号処理回路２２のα送受信部２２２は、α算出部２２１ａで算出された伸長係数α２

を、信号処理回路２１のα送受信部２１２に送信する。また、α送受信部２２２は、α算
出部２２１ａで算出された１／α２を、α送受信部２１２に送信しても良い。１／α２の
演算（逆数演算）は処理負荷が大きいので、α送受信部２２２がα算出部２２１ａで算出
された１／α２をα送受信部２１２に送信することで、信号処理回路２１の処理負荷を軽
減することができる。これは、スレーブとして動作する信号処理回路が多くなればなるほ
ど効果的である。
【００３７】
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　伸長係数α２のビット幅を１０ビット、１／α２のビット幅を１０ビットとした場合、
信号処理回路２２から信号処理回路２１に送信されるデータ量は２０ビットとなり、極め
て少量である。
【００３８】
　信号処理回路２１のα送受信部２１２は、α送受信部２２２から伸長係数α２を受信し
、α集計部２１３に出力する。
【００３９】
　信号処理回路２１のα集計部２１３は、α算出部２１１ａで算出された伸長係数α１と
、α送受信部２１２で受信された伸長係数α２と、を集計し、画像表示パネル３０全体と
しての伸長係数αを決定する。なお、以下では、α集計部２１３で決定された伸長係数を
αＡと言うことがある。また、α集計部２１３は、１／αＡを決定する。
【００４０】
　信号処理回路２１のα送受信部２１２は、α集計部２１３で決定された伸長係数αＡを
信号処理回路２２のα送受信部２２２に送信する。また、α送受信部２１２は、α集計部
２１３で決定された１／αＡを、α送受信部２２２に送信しても良い。１／αＡの演算（
逆数演算）は処理負荷が大きいので、α送受信部２１２がα集計部２１３で決定された１
／αＡをα送受信部２２２に送信することで、信号処理回路２２の処理負荷を軽減するこ
とができる。
【００４１】
　伸長係数αＡのビット幅を１０ビット、１／αＡのビット幅を１０ビットとした場合、
信号処理回路２１から信号処理回路２２に送信されるデータ量は２０ビットとなり、極め
て少量である。
【００４２】
　信号処理回路２１の伸長処理部２１１ｂは、α集計部２１３で決定された伸長係数αＡ

を用いて、領域３０ａに伸長処理を行う。信号処理回路２２の伸長処理部２２１ｂは、α
送受信部２２２で受信された伸長係数αＡを用いて、領域３０ｂに伸長処理を行う。なお
、伸長処理については、後述する。
【００４３】
　なお、信号処理回路２２のα集計部２２３は、信号処理回路２２がマスタとして動作す
るときは動作するが、信号処理回路２２がスレーブとして動作するときは動作しない。こ
のとき、表示装置１０は、α集計部２２３への電力供給を遮断すれば、消費電力を低減す
ることができる。
【００４４】
　再び図１及び図２を参照すると、画像表示パネル駆動回路４０は、信号出力回路４１及
び走査回路４２を備えている。画像表示パネル駆動回路４０は、信号出力回路４１によっ
て、映像信号を保持し、順次、画像表示パネル３０に出力する。信号出力回路４１は、配
線ＤＴＬによって画像表示パネル３０と電気的に接続されている。画像表示パネル駆動回
路４０は、走査回路４２によって、画像表示パネル３０における副画素の動作（光透過率
）を制御するためのスイッチング素子（例えば、ＴＦＴ）のＯＮ／ＯＦＦを制御する。走
査回路４２は、配線ＳＣＬによって画像表示パネル３０と電気的に接続されている。
【００４５】
　面状光源装置５０は、画像表示パネル３０の背面に配置され、画像表示パネル３０に向
けて光を照射することで、画像表示パネル３０を照明する。面状光源装置５０は、画像表
示パネル３０の全面に光を照射し、画像表示パネル３０を明るくする。
【００４６】
　面状光源装置制御回路６０は、面状光源装置５０から出力する光の光量等を制御する。
具体的には、面状光源装置制御回路６０は、信号処理回路２１から出力される面状光源装
置制御信号に基づいて、面状光源装置５０に供給する電圧等をＰＷＭ（Pulse　Width　Mo
dulation）等で調整することで、画像表示パネル３０を照射する光の光量（光の強度）を
制御する。
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【００４７】
　次に、図５から図８を用いて、信号処理回路２１及び２２で実行する処理動作について
説明する。図５は、本実施形態の表示装置で再現可能な再現ＨＳＶ色空間の概念図である
。図６は、再現ＨＳＶ色空間の色相と彩度との関係を示す概念図である。図７は、再現Ｈ
ＳＶ色空間の彩度と明度との関係を示す概念図である。図８は、空間を分割していない再
現ＨＳＶ色空間の彩度と明度との関係を示す概念図である。
【００４８】
　信号処理回路２１は、表示する画像の情報である入力信号が外部のアプリケーションプ
ロセッサから入力される。入力信号は、各画素に対して、その位置で表示する画像（色）
の情報を入力信号として含んでいる。具体的には、第（ｐ、ｑ）番目の画素（但し、１≦
ｐ≦Ｉ，１≦ｑ≦Ｑ０）に対して、信号値がｘ１－（ｐ、ｑ）の第１副画素の入力信号、
信号値がｘ２－（ｐ、ｑ）の第２副画素の入力信号、及び、信号値がｘ３－（ｐ、ｑ）の
第３副画素の入力信号が含まれる信号が信号処理回路２１に入力される。
【００４９】
　同様に、信号処理回路２２は、表示する画像の情報である入力信号が外部のアプリケー
ションプロセッサから入力される。入力信号は、各画素に対して、その位置で表示する画
像（色）の情報を入力信号として含んでいる。具体的には、第（ｐ、ｑ）番目の画素（但
し、Ｉ＜ｐ≦Ｐ０，１≦ｑ≦Ｑ０）に対して、信号値がｘ１－（ｐ、ｑ）の第１副画素の
入力信号、信号値がｘ２－（ｐ、ｑ）の第２副画素の入力信号、及び、信号値がｘ３－（

ｐ、ｑ）の第３副画素の入力信号が含まれる信号が信号処理回路２２に入力される。
【００５０】
　信号処理回路２１及び２２は、入力信号を処理することで、第１副画素４９Ｒの表示階
調を決定するための第１副画素の出力信号（信号値Ｘ１－（ｐ、ｑ））、第２副画素４９
Ｇの表示階調を決定するための第２副画素の出力信号（信号値Ｘ２－（ｐ、ｑ））、第３
副画素４９Ｂの表示階調を決定するための第３副画素の出力信号（信号値Ｘ３－（ｐ、ｑ

））、及び、第４副画素４９Ｗの表示階調を決定するための第４副画素の出力信号（信号
値Ｘ４－（ｐ、ｑ））を生成し、画像表示パネル駆動回路４０に出力する。
【００５１】
　ここで、表示装置１０は、画素４８に第４の色（白色）を出力する第４副画素４９Ｗを
備えることで、図５に示すように、ＨＳＶ色空間（再現ＨＳＶ色空間）における明度のダ
イナミックレンジが広げられている。つまり、図５に示すように、第１副画素、第２副画
素及び第３副画素で表示できる円柱形状のＨＳＶ色空間の上に、彩度が高くなるほど明度
の最大値が低くなる、彩度軸と明度軸とを含む断面における形状が、斜辺が曲線となる略
台形形状となる立体が載っている形状となる。信号処理回路２１及び２２は、第４の色（
白色）を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間における彩度Ｓを変数とした明度の最大値
Ｖmax（Ｓ）が、信号処理回路２１及び２２に記憶されている。つまり、信号処理回路２
１及び２２は、図５に示すＨＳＶ色空間の立体形状について、彩度と色相の座標（値）毎
に明度の最大値Ｖmax（Ｓ）の値を記憶している。ここで、入力信号は、第１副画素４９
Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素４９Ｂの入力信号で構成されているため、入力信号
のＨＳＶ色空間は、円柱形状、つまり、再現ＨＳＶ色空間の円柱形状部分と同じ形状とな
る。
【００５２】
　次に、信号処理回路２１及び２２は、少なくとも第１副画素の入力信号（信号値ｘ１－

（ｐ、ｑ））及び伸長係数αＡに基づいて、第１副画素の出力信号（信号値Ｘ１－（ｐ、

ｑ））を算出し、第１副画素４９Ｒへ出力し、少なくとも第２副画素の入力信号（信号値
ｘ２－（ｐ、ｑ））及び伸長係数αＡに基づいて第２副画素の出力信号（信号値Ｘ２－（

ｐ、ｑ））を算出し、第２副画素４９Ｇへ出力し、少なくとも第３副画素の入力信号（信
号値ｘ３－（ｐ、ｑ））及び伸長係数αＡに基づいて第３副画素の出力信号（信号値Ｘ３

－（ｐ、ｑ））を算出し、第３副画素４９Ｂへ出力し、第１副画素の入力信号（信号値ｘ

１－（ｐ、ｑ））、第２副画素の入力信号（信号値ｘ２－（ｐ、ｑ））及び第３副画素の
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入力信号（信号値ｘ３－（ｐ、ｑ））に基づいて第４副画素の出力信号（信号値Ｘ４－（

ｐ、ｑ））を算出し、第４副画素４９Ｗへ出力する。
【００５３】
　具体的には、第１副画素の入力信号、伸長係数αＡ及び第４副画素の出力信号に基づい
て第１副画素の出力信号を算出し、第２副画素の入力信号、伸長係数αＡ及び第４副画素
の出力信号に基づいて第２副画素の出力信号を算出し、第３副画素の入力信号、伸長係数
αＡ及び第４副画素の出力信号に基づいて第３副画素の出力信号を算出する。
【００５４】
　つまり、信号処理回路２１及び２２は、χを表示装置に依存した定数としたとき、第（
ｐ、ｑ）番目の画素（あるいは、第１副画素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素４
９Ｂの組）への第１副画素の出力信号値Ｘ１－（ｐ、ｑ）、第２副画素の出力信号値Ｘ２

－（ｐ、ｑ）及び第３副画素の出力信号値Ｘ３－（ｐ、ｑ）を、以下の式から求める。
Ｘ１－（ｐ、ｑ）＝αＡ・ｘ１－（ｐ、ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ、ｑ）

Ｘ２－（ｐ、ｑ）＝αＡ・ｘ２－（ｐ、ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ、ｑ）

Ｘ３－（ｐ、ｑ）＝αＡ・ｘ３－（ｐ、ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ、ｑ）

【００５５】
　信号処理回路２１は、第４の色を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間における彩度Ｓ
を変数とした明度の最大値Ｖmax（Ｓ）を求め、複数の画素における副画素の入力信号値
に基づき、これらの複数の画素における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求め、明度Ｖ（Ｓ）と
伸長係数α１の積から求められた伸長された明度の値が最大値Ｖmax（Ｓ）を超える画素
の全画素に対する割合が限界値β（Ｌｉｍｉｔ値）以下となるように伸長係数α１を算出
する。つまり、信号処理回路２１は、伸長された明度の値のうち明度の最大値を超える値
が、最大値Ｖmax（Ｓ）に限界値βをかけた値を超えない範囲で、伸長係数α１を算出す
る。ここで、限界値βは、色相及び彩度の値の組み合わせにおいて再現ＨＳＶ色空間の明
度の最大値に対して当該最大値を超える幅の割合の上限の値（割合）となる。
【００５６】
　同様に、信号処理回路２２は、第４の色を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間におけ
る彩度Ｓを変数とした明度の最大値Ｖmax（Ｓ）を求め、複数の画素における副画素の入
力信号値に基づき、これらの複数の画素における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求め、明度Ｖ
（Ｓ）と伸長係数α２の積から求められた伸長された明度の値が最大値Ｖmax（Ｓ）を超
える画素の全画素に対する割合が限界値β（Ｌｉｍｉｔ値）以下となるように伸長係数α

２を算出する。つまり、信号処理回路２２は、伸長された明度の値のうち明度の最大値を
超える値が、最大値Ｖmax（Ｓ）に限界値βをかけた値を超えない範囲で、伸長係数α２

を算出する。ここで、限界値βは、色相及び彩度の値の組み合わせにおいて再現ＨＳＶ色
空間の明度の最大値に対して当該最大値を超える幅の割合の上限の値（割合）となる。
【００５７】
　そして、信号処理回路２１は、伸長係数α１と伸長係数α２とに基づいて、伸長係数α

Ａを決定する。信号処理回路２１は、例えば、伸長係数α１と伸長係数α２との小さい方
を伸長係数αＡに決定することができる。これにより、表示装置１０は、画質の低下を抑
制することができる。
【００５８】
　また、信号処理回路２１は、例えば、伸長係数α１と伸長係数α２との大きい方を伸長
係数αＡに決定することができる。これにより、表示装置１０は、面状光源装置５０の輝
度をより低下させ、消費電力を低減することができる。
【００５９】
　また、信号処理回路２１は、伸長係数α１と伸長係数α２との間の値、例えば伸長係数
α１と伸長係数α２との平均値を伸長係数αＡに決定することができる。これにより、表
示装置１０は、画質の低下の抑制と、消費電力の低減と、を調和させることができる。
【００６０】
　ここで、彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）は、Ｓ＝（Ｍａｘ－Ｍｉｎ）／Ｍａｘ及びＶ（Ｓ）＝
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Ｍａｘで表される。彩度Ｓは０から１までの値をとることができ、明度Ｖ（Ｓ）は０から
（２ｎ－１）までの値をとることができ、ｎは表示階調ビット数である。また、Ｍａｘは
、画素への第１副画素の入力信号値、第２副画素の入力信号値及び第３副画素の入力信号
値の３つの副画素の入力信号値の最大値である。Ｍｉｎは、画素への第１副画素の入力信
号値、第２副画素の入力信号値及び第３副画素の入力信号値の３つの副画素の入力信号値
の最小値である。また、色相Ｈは、図６に示すように０°から３６０°で表される。０°
から３６０°に向かって、赤（Ｒｅｄ）、黄（Ｙｅｌｌｏｗ）、緑（Ｇｒｅｅｎ）、シア
ン（Ｃｙａｎ）、青（Ｂｌｕｅ）、マゼンタ（Ｍａｇｅｎｔａ）、赤となる。本実施形態
では、角度０°を含む領域が赤となり、角度１２０°を含む領域が緑となり、角度２４０
°を含む領域が青となる。
【００６１】
　信号処理回路２１及び２２は、彩度Ｓ、色相Ｈ及び明度Ｖの少なくとも１つを基準とし
て、図５に示すＨＳＶ色空間（再現ＨＳＶ色空間）を複数の空間（色空間）に分割し、そ
れぞれの領域に対して限界値βを設定している。
【００６２】
　例えば、信号処理回路２１及び２２は、図６及び図７に示すように、色相Ｈが０≦Ｈ＜
３６０、彩度Ｓが０．８≦Ｓ、明度Ｖが０≦Ｖ≦Ｍａｘに含まれる空間の限界値β１を０
．０１（１％）とし、色相Ｈが０≦Ｈ＜３６０、彩度ＳがＳ≦０．５、明度Ｖが０≦Ｖ≦
Ｍａｘに含まれる空間の限界値β２を０．０１（１％）とし、色相Ｈが０≦Ｈ＜９０、彩
度Ｓが０．５＜Ｓ＜０．８、明度Ｖが０≦Ｖ≦Ｍａｘに含まれる空間の限界値β３を０．
０２５（２．５％）とし、色相Ｈが９０≦Ｈ＜１８０、彩度Ｓが０．５＜Ｓ＜０．８、明
度Ｖが０≦Ｖ≦Ｍａｘに含まれる空間の限界値β４を０．０２５（２．５％）とし、色相
Ｈが１８０≦Ｈ＜２７０、彩度Ｓが０．５＜Ｓ＜０．８、明度Ｖが０≦Ｖ≦Ｍａｘに含ま
れる空間の限界値β５を０．０２５（２．５％）とし、色相Ｈが２７０≦Ｈ＜３６０、彩
度Ｓが０．５＜Ｓ＜０．８、明度Ｖが０≦Ｖ≦Ｍａｘに含まれる空間の限界値β６を０．
０２５（２．５％）とする。
【００６３】
　つまり、本実施形態では、彩度Ｓが０．５＜Ｓ＜０．８に含まれる場合と、０．５＜Ｓ
＜０．８に含まれない（つまりＳ≦０．５又は０．８≦Ｓである）場合とで、限界値βを
異なる値とする。これにより、図７に示すように、Ｓ≦０．５の空間６１と、０．５＜Ｓ
＜０．８の空間６２と、０．８≦Ｓの空間６４とで、明度Ｖの最大値を示す最大値線６６
に対する限界値の値を示す限界値線６８との関係が変化する。これにより、信号処理回路
２１及び２２は、限界値線６８を図８に示すようにＨＳＶ色空間内における限界値βの値
を一定にした場合の限界値線６９とは異なる線とすることができる。
【００６４】
　ここで、図７及び図８は、丸印が入力信号の値であり、星印が伸長させた後の値である
。図７の例は、彩度がＳ１´となる値の明度Ｖ（Ｓ１´）が、限界値線６８と接する値で
あるＶmax（Ｓ１´）となる伸長係数α´を当該画像の伸長係数α１及びα２とする。図
８の例は、彩度がＳ１となる値の明度Ｖ（Ｓ１）が、限界値線６９と接する値であるＶma
x（Ｓ１）となる伸長係数αを当該画像の伸長係数α１及びα２とする。
【００６５】
　信号処理回路２１及び２２は、限界値βを空間によって異なる値に設定することで、よ
り好適に信号を伸長させることができる。例えば、画質への影響が大きい空間の限界値を
小さくし、画質への影響が小さい空間の限界値を大きくすることで、画質を維持しつつ、
伸長係数を高くすることができる。例えば、本実施形態のように、Ｓが１に近い領域（本
実施形態では、０．８≦Ｓ）の限界値を、Ｓがより低い領域（Ｓ＜０．８）の限界値より
低くすることで、人の目に対して色変化が目立つ高彩色な領域の画質を維持しつつ、他の
領域での伸長係数を高く設定することが可能となる。Ｓが０に近い領域（本実施形態では
、Ｓ≦０．５）の限界値を、Ｓがより高い領域（０．５＜Ｓ）の限界値より低くすること
で、人の目に対して階調変化が目立つ無彩色な領域の画質を維持しつつ、他の領域での伸
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長係数を高く設定することが可能となる。
【００６６】
　次に、本実施形態において、出力信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）は、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）と伸長
係数αＡの積に基づき求めることができる。具体的には、
Ｘ４－（ｐ、ｑ）＝Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）・αＡ／χ　・・・（１１）
に基づいて求めることができる。この式（１１）では、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）と伸長係数αＡ

の積をχで除しているが、これに限定するものではない。また、伸長係数αＡは、１画像
表示フレ－ム毎に決定される。
【００６７】
　以下、これらの点についての説明を行う。
【００６８】
　一般に、第（ｐ、ｑ）番目の画素において、第１副画素の入力信号（信号値ｘ１－（ｐ

、ｑ））、第２副画素の入力信号（信号値ｘ２－（ｐ、ｑ））、及び、第３副画素の入力
信号（信号値ｘ３－（ｐ、ｑ））に基づき、円柱のＨＳＶ色空間における彩度（Saturati
on）Ｓ（ｐ、ｑ）及び明度（Brightness）Ｖ（Ｓ）（ｐ、ｑ）は、以下の式から求めるこ
とができる。
Ｓ（ｐ、ｑ）＝（Ｍａｘ（ｐ、ｑ）－Ｍｉｎ（ｐ、ｑ））／Ｍａｘ（ｐ、ｑ）　・・・（
１２－１）
Ｖ（Ｓ）（ｐ、ｑ）＝Ｍａｘ（ｐ、ｑ）　・・・（１２－２）
【００６９】
　ここで、Ｍａｘ（ｐ、ｑ）は、（ｘ１－（ｐ、ｑ），ｘ２－（ｐ、ｑ），ｘ３－（ｐ、

ｑ））の３つの副画素の入力信号値の最大値であり、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）は、（ｘ１－（ｐ

、ｑ），ｘ２－（ｐ、ｑ），ｘ３－（ｐ、ｑ））の３つの副画素の入力信号値の最小値で
ある。本実施形態ではｎ＝８とした。すなわち、表示階調ビット数を８ビット（表示階調
の値を０から２５５の２５６階調）とした。
【００７０】
　白色を表示する第４副画素４９Ｗには、カラーフィルタが配置されていない。ここで、
第１副画素４９Ｒに第１副画素の出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号が入力
され、第２副画素４９Ｇに第２副画素の出力信号の最大信号値に相当する値を有する信号
が入力され、第３副画素４９Ｂに第３副画素の出力信号の最大信号値に相当する値を有す
る信号が入力されたときの、画素あるいは画素群を構成する第１副画素４９Ｒ、第２副画
素４９Ｇ及び第３副画素４９Ｂの集合体の輝度をＢＮ１－３とし、画素あるいは画素群を
構成する第４副画素４９Ｗに第４副画素の出力信号の最大信号値に相当する値を有する信
号が入力されたときの第４副画素４９Ｗの輝度をＢＮ４としたときを想定する。即ち、第
１副画素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素４９Ｂの集合体によって最大輝度の白
色が表示され、係る白色の輝度がＢＮ１－３で表される。すると、χを表示装置に依存し
た定数としたとき、定数χは、χ＝ＢＮ４／ＢＮ１－３で表される。
【００７１】
　具体的には、第１副画素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素４９Ｂの集合体に、
以下の表示階調の値を有する入力信号、ｘ１－（ｐ、ｑ）＝２５５、ｘ２－（ｐ、ｑ）＝
２５５、ｘ３－（ｐ、ｑ）＝２５５が入力されたときの白色の輝度ＢＮ１－３に対して、
第４副画素４９Ｗに表示階調の値２５５を有する入力信号が入力されたと仮定したときの
輝度ＢＮ４は、例えば、１．５倍である。即ち、本実施形態にあっては、χ＝１．５であ
る。
【００７２】
　ところで、信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）が上述した式（１１）で与えられる場合、Ｖmax（
Ｓ）は、以下の式で表すことができる。
【００７３】
　Ｓ≦Ｓ０の場合：
Ｖmax（Ｓ）＝（χ＋１）・（２ｎ－１）　・・・（１３－１）
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　Ｓ０＜Ｓ≦１の場合：
Ｖmax（Ｓ）＝（２ｎ－１）・（１／Ｓ）　・・・（１３－２）
ここで、Ｓ０＝１／（χ＋１）である。
【００７４】
　このようにして得られた、第４の色を加えることで拡大されたＨＳＶ色空間における彩
度Ｓを変数とした明度の最大値Ｖmax（Ｓ）が、例えば、信号処理回路２１及び２２に一
種のルック・アップ・テーブルとして記憶されており、あるいは、都度、信号処理回路２
１及び２２において求められる。
【００７５】
　次に、第（ｐ、ｑ）番目の画素における出力信号値Ｘ１－（ｐ、ｑ），Ｘ２－（ｐ、ｑ

），Ｘ３－（ｐ、ｑ），Ｘ４－（ｐ、ｑ）の求め方（伸長処理）を説明する。尚、以下の
処理は、（第１副画素４９Ｒ＋第４副画素４９Ｗ）によって表示される第１原色の輝度、
（第２副画素４９Ｇ＋第４副画素４９Ｗ）によって表示される第２原色の輝度、（第３副
画素４９Ｂ＋第４副画素４９Ｗ）によって表示される第３原色の輝度の比を保つように行
われる。しかも、色調を保持（維持）するように行われる。更には、階調－輝度特性（ガ
ンマ特性，γ特性）を保持（維持）するように行われる。
【００７６】
　また、いずれかの画素あるいは画素群において、入力信号値の全てが「０」である場合
（若しくは小さい場合）、このような画素あるいは画素群を含めることなく、伸長係数α

１及びα２を求めれば良い。
【００７７】
［工程－１００Ａ］
　先ず、信号処理回路２１のα算出部２１１ａは、複数の画素における副画素の入力信号
値に基づき、これらの複数の画素における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求める。具体的には
、第（ｐ、ｑ）番目の画素（但し、１≦ｐ≦Ｉ，１≦ｑ≦Ｑ０）への第１副画素の入力信
号値ｘ１－（ｐ、ｑ）、第２副画素の入力信号値ｘ２－（ｐ、ｑ）及び第３副画素の入力
信号値ｘ３－（ｐ、ｑ）に基づき、式（１２－１）及び式（１２－２）からＳ（ｐ、ｑ）

，Ｖ（Ｓ）（ｐ、ｑ）を求める。この処理を、全ての画素に対して行う。
【００７８】
［工程－１００Ｂ］
　同様に、信号処理回路２２のα算出部２２１ａは、複数の画素における副画素の入力信
号値に基づき、これらの複数の画素における彩度Ｓ及び明度Ｖ（Ｓ）を求める。具体的に
は、第（ｐ、ｑ）番目の画素（但し、Ｉ＜ｐ≦Ｐ０，１≦ｑ≦Ｑ０）への第１副画素の入
力信号値ｘ１－（ｐ、ｑ）、第２副画素の入力信号値ｘ２－（ｐ、ｑ）及び第３副画素の
入力信号値ｘ３－（ｐ、ｑ）に基づき、式（１２－１）及び式（１２－２）からＳ（ｐ、

ｑ），Ｖ（Ｓ）（ｐ、ｑ）を求める。この処理を、全ての画素に対して行う。
【００７９】
［工程－１１０Ａ］
　次いで、信号処理回路２１のα算出部２１１ａにおいて、複数の画素において求められ
たＶmax（Ｓ）／Ｖ（Ｓ）に基づき伸長係数α１（Ｓ）を求める。
【００８０】
α１（Ｓ）＝Ｖmax（Ｓ）／Ｖ（Ｓ）　・・・（１４－１）
【００８１】
　そして、複数の画素（本実施形態にあってはＩ×Ｑ０個（但し１≦Ｉ＜Ｐ０）の画素）
において求められた伸長係数α１（Ｓ）の値を昇順に並べ、Ｉ×Ｑ０個の伸長係数α１（
Ｓ）の値の内、最小値からβ×Ｉ×Ｑ０個のところに相当する伸長係数α１（Ｓ）を伸長
係数α１とする。こうして、明度Ｖ（Ｓ）と伸長係数α１の積から求められた伸長された
明度の値が最大値Ｖmax（Ｓ）を越える画素の全画素に対する割合が所定の値（β）以下
となるように伸長係数α１を決定することができる。
【００８２】
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　本実施形態にあっては、限界値βを例えば、０以上０．２以下（０％以上２０％以下）
とすることが好ましく、０．０００１以上０．２０以下（０．０１％以上２０％以下）と
することがより好ましく、０．００３以上０．０５以下（０．３％以上５％以下）とする
ことがさらに好ましい。このβの値は、種々の試験を行い、決定したものである。
【００８３】
　Ｖmax（Ｓ）／Ｖ（Ｓ）の最小値を伸長係数α１とした場合、入力信号値に対する出力
信号値は（２８－１）を越えることがない。しかしながら、伸長係数α１をＶmax（Ｓ）
／Ｖ（Ｓ）の最小値ではなく、上述したように決定すると、伸長係数α１（Ｓ）が伸長係
数α１未満である画素に対して伸長係数α１が掛けられ、伸長された明度の値が最大値Ｖ
max（Ｓ）を越えることになる。その結果、所謂「階調潰れ」が生じる。しかしながら、
βの値を、上述したとおり、例えば０．００３乃至０．０５とすることで、階調潰れが目
立ち、不自然な画像となるといった現象の発生を防止することができた。一方、βの値が
０．０５を越えると、場合によっては、階調潰れの目立つ、不自然な画像となることが確
認された。尚、伸長処理によって出力信号値が限界値である（２ｎ－１）を越える場合に
は、出力信号値を限界値である（２ｎ－１）とすれば良い。
【００８４】
　ところで、通常、伸長係数α１（Ｓ）の値は、１．０を越え、かつ、１．０近傍に多く
集まる。従って、Ｖmax（Ｓ）／Ｖ（Ｓ）の最小値を伸長係数α１とした場合、出力信号
値の伸長度合いが小さく、しばしば、表示装置の低消費電力化を達成することが困難とな
る。然るに、例えば、βの値を０以上０．２以下とすることで、少なくとも一部の空間の
伸長係数α１の値を大きくすることができ、後述するように、面状光源装置５０の輝度を
（１／α１）倍とすれば良いので、表示装置の低消費電力化を達成することが可能となる
。
【００８５】
［工程－１１０Ｂ］
　同様に、信号処理回路２２のα算出部２２１ａにおいて、複数の画素において求められ
たＶmax（Ｓ）／Ｖ（Ｓ）に基づき伸長係数α２（Ｓ）を求める。
【００８６】
α２（Ｓ）＝Ｖmax（Ｓ）／Ｖ（Ｓ）　・・・（１４－２）
【００８７】
　そして、複数の画素（本実施形態にあっては（Ｐ０－Ｉ）×Ｑ０個（但し１≦Ｉ＜Ｐ０

）の画素）において求められた伸長係数α２（Ｓ）の値を昇順に並べ、（Ｐ０－Ｉ）×Ｑ

０個の伸長係数α２（Ｓ）の値の内、最小値からβ×（Ｐ０－Ｉ）×Ｑ０個のところに相
当する伸長係数α２（Ｓ）を伸長係数α２とする。こうして、明度Ｖ（Ｓ）と伸長係数α

２の積から求められた伸長された明度の値が最大値Ｖmax（Ｓ）を越える画素の全画素に
対する割合が所定の値（β）以下となるように伸長係数α２を決定することができる。
【００８８】
　本実施形態にあっては、限界値βを例えば、０以上０．２以下（０％以上２０％以下）
とすることが好ましく、０．０００１以上０．２０以下（０．０１％以上２０％以下）と
することがより好ましく、０．００３以上０．０５以下（０．３％以上５％以下）とする
ことがさらに好ましい。このβの値は、種々の試験を行い、決定したものである。
【００８９】
　Ｖmax（Ｓ）／Ｖ（Ｓ）の最小値を伸長係数α２とした場合、入力信号値に対する出力
信号値は（２８－１）を越えることがない。しかしながら、伸長係数α２をＶmax（Ｓ）
／Ｖ（Ｓ）の最小値ではなく、上述したように決定すると、伸長係数α２（Ｓ）が伸長係
数α２未満である画素に対して伸長係数α２が掛けられ、伸長された明度の値が最大値Ｖ
max（Ｓ）を越えることになる。その結果、所謂「階調潰れ」が生じる。しかしながら、
βの値を、上述したとおり、例えば０．００３乃至０．０５とすることで、階調潰れが目
立ち、不自然な画像となるといった現象の発生を防止することができた。一方、βの値が
０．０５を越えると、場合によっては、階調潰れの目立つ、不自然な画像となることが確
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認された。尚、伸長処理によって出力信号値が限界値である（２ｎ－１）を越える場合に
は、出力信号値を限界値である（２ｎ－１）とすれば良い。
【００９０】
　ところで、通常、伸長係数α２（Ｓ）の値は、１．０を越え、かつ、１．０近傍に多く
集まる。従って、Ｖmax（Ｓ）／Ｖ（Ｓ）の最小値を伸長係数α２とした場合、出力信号
値の伸長度合いが小さく、しばしば、表示装置の低消費電力化を達成することが困難とな
る。然るに、例えば、βの値を０以上０．２以下とすることで、少なくとも一部の空間の
伸長係数α２の値を大きくすることができ、後述するように、面状光源装置５０の輝度を
（１／α２）倍とすれば良いので、表示装置の低消費電力化を達成することが可能となる
。
【００９１】
　信号処理回路２２のα送受信部２２２は、上記のようにして算出された伸長係数α２を
信号処理回路２１のα送受信部２１２に送信する。
【００９２】
　［工程－１１５］
　次に、信号処理回路２１のα集計部２１３は、α算出部２１１ａで算出された伸長係数
α１と、α送受信部２１２で受信された伸長係数α２と、を集計し、画像表示パネル３０
全体としての伸長係数αＡを決定する。つまり、α集計部２１３は、伸長係数α１と伸長
係数α２とに基づいて、伸長係数αＡを決定する。
【００９３】
　具体的には、α集計部２１３は、例えば、伸長係数α１と伸長係数α２との小さい方を
伸長係数αＡに決定することができる。これにより、表示装置１０は、画質の低下を抑制
することができる。
【００９４】
　また、α集計部２１３は、例えば、伸長係数α１と伸長係数α２との大きい方を伸長係
数αＡに決定することができる。これにより、表示装置１０は、面状光源装置５０の輝度
をより低下させ、消費電力を低減することができる。
【００９５】
　また、α集計部２１３は、伸長係数α１と伸長係数α２との間の値、例えば伸長係数α

１と伸長係数α２との平均値を伸長係数αＡに決定することができる。これにより、表示
装置１０は、画質の低下の抑制と、消費電力の低減と、を調和させることができる。
【００９６】
　［工程－１２０Ａ］
　次に、信号処理回路２１の伸長処理部２１１ｂは、第（ｐ、ｑ）番目の画素（但し、１
≦ｐ≦Ｉ，１≦ｑ≦Ｑ０）における信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）を、少なくとも、信号値ｘ１

－（ｐ、ｑ）、信号値ｘ２－（ｐ、ｑ）及び信号値ｘ３－（ｐ、ｑ）に基づき求める。具
体的には、本実施形態にあっては、信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）は、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）、伸長
係数αＡ及び定数χに基づき決定される。より具体的には、本実施形態にあっては、上述
したとおり、
Ｘ４－（ｐ、ｑ）＝Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）・αＡ／χ　・・・（１１）
に基づき求める。尚、Ｘ４－（ｐ、ｑ）をＩ×Ｑ０個の全画素において求める。
【００９７】
　［工程－１２０Ｂ］
　同様に、信号処理回路２２の伸長処理部２２１ｂは、第（ｐ、ｑ）番目の画素（但し、
Ｉ＜ｐ≦Ｐ０，１≦ｑ≦Ｑ０）における信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）を、少なくとも、信号値
ｘ１－（ｐ、ｑ）、信号値ｘ２－（ｐ、ｑ）及び信号値ｘ３－（ｐ、ｑ）に基づき求める
。具体的には、本実施形態にあっては、信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）は、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）、
伸長係数αＡ及び定数χに基づき決定される。より具体的には、本実施形態にあっては、
上述したとおり、式（１１）に基づき求める。尚、Ｘ４－（ｐ、ｑ）を（Ｐ０－Ｉ）×Ｑ

０個の全画素において求める。
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【００９８】
　［工程－１３０Ａ］
　その後、信号処理回路２１の伸長処理部２１１ｂは、第（ｐ、ｑ）番目の画素（但し、
１≦ｐ≦Ｉ，１≦ｑ≦Ｑ０）における信号値Ｘ１－（ｐ、ｑ）を、信号値ｘ１－（ｐ、ｑ

）、伸長係数αＡ及び信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）に基づき求め、第（ｐ、ｑ）番目の画素に
おける信号値Ｘ２－（ｐ、ｑ）を、信号値ｘ２－（ｐ、ｑ）、伸長係数αＡ及び信号値Ｘ

４－（ｐ、ｑ）に基づき求め、第（ｐ、ｑ）番目の画素における信号値Ｘ３－（ｐ、ｑ）

を、信号値ｘ３－（ｐ、ｑ）、伸長係数αＡ及び信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）に基づき求める
。具体的には、第（ｐ、ｑ）番目の画素における信号値Ｘ１－（ｐ、ｑ）、信号値Ｘ２－

（ｐ、ｑ）及び信号値Ｘ３－（ｐ、ｑ）を、上述したとおり、以下の式に基づき求める。
Ｘ１－（ｐ、ｑ）＝αＡ・ｘ１－（ｐ、ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ、ｑ）

Ｘ２－（ｐ、ｑ）＝αＡ・ｘ２－（ｐ、ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ、ｑ）

Ｘ３－（ｐ、ｑ）＝αＡ・ｘ３－（ｐ、ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ、ｑ）

【００９９】
　信号処理回路２１の伸長処理部２１１ｂは、式（１１）に示したとおり、Ｍｉｎ（ｐ、

ｑ）の値をαＡによって伸長する。このように、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）の値が伸長係数αＡに
よって伸長されることで、白色表示副画素（第４副画素４９Ｗ）の輝度が増加するだけで
なく、上記式に示すとおり、赤色表示副画素、緑色表示副画素及び青色表示副画素（第１
副画素４９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素４９Ｂ）の輝度も増加する。それ故、色
のくすみが発生するといった問題の発生を確実に回避することができる。即ち、Ｍｉｎ（

ｐ、ｑ）の値が伸長されていない場合と比較して、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）の値がαＡによって
伸長されることで、画像全体として輝度はαＡ倍となる。従って、例えば、静止画等の画
像表示を高輝度にて行うことができ、好適である。
【０１００】
　［工程－１３０Ｂ］
　同様に、信号処理回路２２の伸長処理部２２１ｂは、第（ｐ、ｑ）番目の画素（但し、
Ｉ＜ｐ≦Ｐ０，１≦ｑ≦Ｑ０）における信号値Ｘ１－（ｐ、ｑ）を、信号値ｘ１－（ｐ、

ｑ）、伸長係数αＡ及び信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）に基づき求め、第（ｐ、ｑ）番目の画素
における信号値Ｘ２－（ｐ、ｑ）を、信号値ｘ２－（ｐ、ｑ）、伸長係数αＡ及び信号値
Ｘ４－（ｐ、ｑ）に基づき求め、第（ｐ、ｑ）番目の画素における信号値Ｘ３－（ｐ、ｑ

）を、信号値ｘ３－（ｐ、ｑ）、伸長係数αＡ及び信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）に基づき求め
る。具体的には、第（ｐ、ｑ）番目の画素における信号値Ｘ１－（ｐ、ｑ）、信号値Ｘ２

－（ｐ、ｑ）及び信号値Ｘ３－（ｐ、ｑ）を、上述したとおり、以下の式に基づき求める
。
Ｘ１－（ｐ、ｑ）＝αＡ・ｘ１－（ｐ、ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ、ｑ）

Ｘ２－（ｐ、ｑ）＝αＡ・ｘ２－（ｐ、ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ、ｑ）

Ｘ３－（ｐ、ｑ）＝αＡ・ｘ３－（ｐ、ｑ）－χ・Ｘ４－（ｐ、ｑ）

【０１０１】
　信号処理回路２２の伸長処理部２２１ｂは、式（１１）に示したとおり、Ｍｉｎ（ｐ、

ｑ）の値をαＡによって伸長する。このように、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）の値がαＡによって伸
長されることで、白色表示副画素（第４副画素４９Ｗ）の輝度が増加するだけでなく、上
記式に示すとおり、赤色表示副画素、緑色表示副画素及び青色表示副画素（第１副画素４
９Ｒ、第２副画素４９Ｇ及び第３副画素４９Ｂ）の輝度も増加する。それ故、色のくすみ
が発生するといった問題の発生を確実に回避することができる。即ち、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）

の値が伸長されていない場合と比較して、Ｍｉｎ（ｐ、ｑ）の値がαＡによって伸長され
ることで、画像全体として輝度はαＡ倍となる。従って、例えば、静止画等の画像表示を
高輝度にて行うことができ、好適である。
【０１０２】
　本実施形態の表示装置は、第（ｐ、ｑ）番目の画素における信号値Ｘ１－（ｐ、ｑ）、
信号値Ｘ２－（ｐ、ｑ）、信号値Ｘ３－（ｐ、ｑ）及び信号値Ｘ４－（ｐ、ｑ）は、αＡ
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倍、伸長されている。それ故、伸長されていない状態の画像の輝度と同じ画像の輝度とす
るためには、面状光源装置５０の輝度を、伸長係数αＡに基づき減少させれば良い。具体
的には、面状光源装置５０の輝度を、（１／αＡ）倍とすれば良い。これによって、面状
光源装置５０の消費電力の低減を図ることができる。信号処理回路２１は、この（１／α

Ａ）を面状光源装置制御信号として面状光源装置制御回路６０（図１参照）に出力する。
【０１０３】
　また、上述したように、本実施形態の表示装置は、ＨＳＶ色空間を複数の空間に分割し
、分割した空間毎に限界値（Ｌｉｍｉｔ値）βを設定することで、画質を維持しつつ、消
費電力を低減することができる値を伸長係数とすることができる。
【０１０４】
　ここで、上記実施形態では、色相と彩度を基準としてＨＳＶ色空間を分割したが、つま
り、色相と彩度のそれぞれにしきい値を設定し、当該しきい値を境界としてＨＳＶ色空間
を各空間に分割したがこれに限定されない。信号処理回路２１及び２２は、上述したよう
に色相と彩度と明度の少なくとも１つを基準としてＨＳＶ色空間を分割すれば良い。した
がって、色相と彩度と明度との３つのうち１つのパラメータを基準としてＨＳＶ色空間を
分割しても良いし、２つのパラメータを基準としてＨＳＶ色空間を分割しても良いし、３
つ全てのパラメータを基準としてＨＳＶ色空間を分割しても良い。
【０１０５】
　以下、図９及び図１０を用いて、ＨＳＶ色空間（再現ＨＳＶ色空間）を分割する一例に
ついて説明する。図９は、再現ＨＳＶ色空間の彩度と明度との関係を示す概念図である。
図１０は、再現ＨＳＶ色空間の彩度と明度との関係を示す概念図である。図９及び図１０
に示す例は、色相Ｈが０≦Ｈ＜３６０、彩度Ｓが０．５≦Ｓ、明度Ｖが０≦Ｖ≦Ｍａｘ＿
１に含まれる空間７２の限界値β１´を０．０１（１％）とし、色相Ｈが０≦Ｈ＜３６０
、彩度ＳがＳ＜０．５、明度Ｖが０≦Ｖ≦Ｍａｘ＿１に含まれる空間７０の限界値β２´
を０．０１（１％）とし、色相Ｈが０≦Ｈ＜３６０、彩度Ｓが０．５≦Ｓ、明度ＶがＭａ
ｘ＿１＜Ｖ≦Ｍａｘ＿２に含まれる空間７６の限界値β３´を０．０３（３％）とし、色
相Ｈが０≦Ｈ＜３６０、彩度ＳがＳ＜０．５、明度ＶがＭａｘ＿１＜Ｖ≦Ｍａｘ＿２に含
まれる空間７４の限界値β４´を０．０３（３％）とする。
【０１０６】
　つまり、図９及び図１０に示す例は、明度Ｖが０≦Ｖ≦Ｍａｘ＿１に含まれる場合と、
０≦Ｖ≦Ｍａｘ＿１に含まれない（つまりＭａｘ＿１＜Ｖ≦Ｍａｘ＿２である）場合とで
、限界値βを異なる値とする。これにより、図９及び図１０に示すように、Ｓ≦０．５か
つ０≦Ｖ≦Ｍａｘ＿１の空間７０及び０．５＜Ｓかつ０≦Ｖ≦Ｍａｘ＿１の空間７２と、
Ｓ≦０．５かつＭａｘ＿１＜Ｖ≦Ｍａｘ＿２の空間７４及び０．５＜ＳかつＭａｘ＿１＜
Ｖ≦Ｍａｘ＿２の空間７６と、で明度Ｖの最大値を示す最大値線６６に対する限界値の値
を示す限界値線との関係が変化する。
【０１０７】
　また、表示装置１０は、再現ＨＳＶ色空間を複数に分割し、複数に分割した空間に異な
る限界値が設定された空間を備えていればよく、再現ＨＳＶ色空間の一部に限界値を設定
しない空間、つまり、伸長係数の算出時に解析の対象としない空間を設けても良い。表示
装置１０は、一部の空間に限界値を設定しなくても、制限の対象とする空間にそれぞれの
空間に適した限界値を設定でき、上記効果を得ることができる。
【０１０８】
　また、表示装置１０は、再現ＨＳＶ色空間を分割する規則とそれぞれの空間に設定する
限界値の情報とを示すデータを、複数備え、使用するデータを切り換えるようにしても良
い。例えば、表示装置１０は、表示させる画像が動画か静止画かによって、使用する再現
ＨＳＶ色空間を分割する規則とそれぞれの空間に設定する限界値の情報とを切り換えるよ
うにしても良い。また、表示装置１０は、使用される環境（屋内か屋外か、明るいか暗い
か）に応じて、使用するデータを切り換えるようにしても良い。
【０１０９】
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　なお、上記では、表示装置１０は、再現ＨＳＶ色空間を分割することとしたが、再現Ｈ
ＳＶ空間を分割しなくても良い。
【０１１０】
　図１１及び図１２は、信号処理回路の動作タイミングを示すタイミング図である。図１
１に示すように、信号処理回路２１及び２２は、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃに同期して動作
する。
【０１１１】
　時刻ｔ０で垂直同期信号Ｖｓｙｎｃが入力されるとともに、時刻ｔ０から時刻ｔ１まで
の間に、入力信号（ｘ１－（ｐ、ｑ），ｘ２－（ｐ、ｑ），ｘ３－（ｐ、ｑ））（但し、
１≦ｐ≦Ｉ，１≦ｑ≦Ｑ０）が信号処理回路２１に入力されるとともに、入力信号（ｘ１

－（ｐ、ｑ），ｘ２－（ｐ、ｑ），ｘ３－（ｐ、ｑ））（但し、Ｉ＜ｐ≦Ｐ０，１≦ｑ≦
Ｑ０）が信号処理回路２２に入力される。
【０１１２】
　信号処理回路２１のα算出部２１１ａは、入力信号（ｘ１－（ｐ、ｑ），ｘ２－（ｐ、

ｑ），ｘ３－（ｐ、ｑ））（但し、１≦ｐ≦Ｉ，１≦ｑ≦Ｑ０）に基づき、伸長係数α１

及びその逆数１／α１を算出する。それと並行して、信号処理回路２２のα算出部２２１
ａは、入力信号（ｘ１－（ｐ、ｑ），ｘ２－（ｐ、ｑ），ｘ３－（ｐ、ｑ））（但し、Ｉ
＜ｐ≦Ｐ０，１≦ｑ≦Ｑ０）に基づき、伸長係数α２及びその逆数１／α２を算出する。
【０１１３】
　そして、時刻ｔ１から次の垂直同期信号Ｖｓｙｎｃが入力される時刻ｔ２までの間に、
伸長係数αＡの決定が行われる。
【０１１４】
　図１２は、図１１の時刻ｔ１からｔ２までの間のＡ部分の拡大図である。図１２に示す
ように、スレーブとして動作している信号処理回路２２のα送受信部２２２は、時刻ｔ１

から時刻ｔ１１の間、伸長係数α２及びその逆数１／α２を信号処理回路２１のα送受信
部２１２に送信する。α送受信部２１２は、受信した伸長係数α２及びその逆数１／α２

をα集計部２１３に出力する。
【０１１５】
　伸長係数α２のビット幅を１０ビット、１／α２のビット幅を１０ビットとした場合、
信号処理回路２１のα送受信部２２２から信号処理回路２２のα送受信部２１２に送信さ
れるデータ量は２０ビットとなり、極めて少量である。
【０１１６】
　なお、スレーブとして動作する信号処理回路が２つ以上ある場合は、時刻ｔ１から時刻
ｔ１１のバスサイクルがスレーブの数だけ行われる。
【０１１７】
　信号処理回路２１のα集計部２１３は、時刻ｔ１１から時刻ｔ１２の間、α算出部２１
１ａで算出された伸長係数α１とα送受信部２１２で受信された伸長係数α２と、に基づ
いて、伸長係数αＡを決定する。
【０１１８】
　α集計部２１３は、例えば、伸長係数α１と伸長係数α２との小さい方を伸長係数αＡ

に決定することができる。これにより、表示装置１０は、画質の低下を抑制することがで
きる。
【０１１９】
　また、α集計部２１３は、例えば、伸長係数α１と伸長係数α２との大きい方を伸長係
数αＡに決定することができる。これにより、表示装置１０は、面状光源装置５０の輝度
をより低下させ、消費電力を低減することができる。
【０１２０】
　また、α集計部２１３は、伸長係数α１と伸長係数α２との間の値、例えば伸長係数α

１と伸長係数α２との平均値を伸長係数αＡに決定することができる。これにより、表示
装置１０は、画質の低下の抑制と、消費電力の低減と、を調和させることができる。
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【０１２１】
　信号処理回路２１のα送受信部２１２は、時刻ｔ１２から時刻ｔ２の間、α集計部２１
３で決定された伸長係数αＡ及びその逆数１／αＡを信号処理回路２２のα送受信部２２
２に送信する。α送受信部２２２は、受信した伸長係数αＡ及びその逆数１／αＡを伸長
処理部２２１ｂに出力する。
【０１２２】
　なお、スレーブとして動作する信号処理回路が２つ以上ある場合でも、時刻ｔ１２から
時刻ｔ２のバスサイクルは１回だけ行われる。
【０１２３】
　伸長係数αＡのビット幅を１０ビット、１／αＡのビット幅を１０ビットとした場合、
信号処理回路２１のα送受信部２１２から信号処理回路２２のα送受信部２２２に送信さ
れるデータ量は２０ビットとなり、極めて少量である。
【０１２４】
　再び図１１を参照すると、信号処理回路２１の伸長処理部２１１ｂは、時刻ｔ２以降、
時刻ｔ１から時刻ｔ２の間に決定された伸長係数αＡを用いて、時刻ｔ０から時刻ｔ１の
間に入力された入力信号（ｘ１－（ｐ、ｑ），ｘ２－（ｐ、ｑ），ｘ３－（ｐ、ｑ））（
但し、１≦ｐ≦Ｉ，１≦ｑ≦Ｑ０）に伸長処理を施す。それと並行して、信号処理回路２
１のα算出部２１１ａは、時刻ｔ２以降に入力される次のフレームの入力信号（ｘ１－（

ｐ、ｑ），ｘ２－（ｐ、ｑ），ｘ３－（ｐ、ｑ））（但し、１≦ｐ≦Ｉ，１≦ｑ≦Ｑ０）
に基づき、次のフレームの伸長係数α１を算出する。
【０１２５】
　また、信号処理回路２２の伸長処理部２２１ｂは、時刻ｔ２以降、時刻ｔ１から時刻ｔ

２の間に決定された伸長係数αＡを用いて、時刻ｔ０から時刻ｔ１の間に入力された入力
信号（ｘ１－（ｐ、ｑ），ｘ２－（ｐ、ｑ），ｘ３－（ｐ、ｑ））（但し、Ｉ＜ｐ≦Ｐ０

，１≦ｑ≦Ｑ０）に伸長処理を施す。それと並行して、信号処理回路２２のα算出部２２
１ａは、時刻ｔ２以降に入力される次のフレームの入力信号（ｘ１－（ｐ、ｑ），ｘ２－

（ｐ、ｑ），ｘ３－（ｐ、ｑ））（但し、Ｉ＜ｐ≦Ｐ０，１≦ｑ≦Ｑ０）に基づき、次の
フレームの伸長係数α２を算出する。
【０１２６】
（表示装置の制御動作）
　次に、図１３を用いて、表示装置の制御動作の一例を説明する。図１３は、表示装置の
制御動作の一例を示すフローチャートである。表示装置１０は、主に信号処理回路２１及
び２２によって演算処理を実行することで図１３に示す処理を実現する。
【０１２７】
　信号処理回路２１及び２２は、再現ＨＳＶ色空間を複数に分割し（ステップＳ１２）、
分割した空間のそれぞれに対して限界値を設定する（ステップＳ１４）。信号処理回路２
１及び２２は、記憶されたデータを読み出すことで、再現ＨＳＶ色空間の分割と限界値の
設定を行う。
【０１２８】
　信号処理回路２１及び２２は、限界値を設定したら、入力信号を取得し（ステップＳ１
６）、取得した入力信号と再現ＨＳＶ色空間（明度の最大値）と限界値とに基づいて伸長
係数α１及びα２を算出する（ステップＳ１８）。具体的には上述した工程で処理を行い
、伸長した出力信号が再現ＨＳＶ色空間（明度の最大値）を超える範囲が、限界値を超え
ない伸長係数を求める。
【０１２９】
　次に、信号処理回路２２は、伸長係数α２を信号処理回路２１に送信し、信号処理回路
２１は、複数の伸長係数α１及びα２に基づいて、１つの伸長係数αＡを決定する（ステ
ップＳ１９）。
【０１３０】
　信号処理回路２１は、例えば、伸長係数α１と伸長係数α２との小さい方を伸長係数α
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Ａに決定することができる。これにより、表示装置１０は、画質の低下を抑制することが
できる。
【０１３１】
　また、信号処理回路２１は、例えば、伸長係数α１と伸長係数α２との大きい方を伸長
係数αＡに決定することができる。これにより、表示装置１０は、面状光源装置５０の輝
度をより低下させ、消費電力を低減することができる。
【０１３２】
　また、信号処理回路２１は、伸長係数α１と伸長係数α２との間の値、例えば伸長係数
α１と伸長係数α２との平均値を伸長係数αＡに決定することができる。これにより、表
示装置１０は、画質の低下の抑制と、消費電力の低減と、を調和させることができる。
【０１３３】
　その後、信号処理回路２１及び２２は、入力信号と伸長係数αＡとに基づいて各副画素
の出力信号を算出し、出力する（ステップＳ２０）。さらに、信号処理回路２１は、光源
の出力を調整する（ステップＳ２２）。つまり、信号処理回路２１及び２２は、伸長した
出力信号を画像表示パネル駆動回路４０に出力する。さらに、信号処理回路２１は、伸長
した結果に対応して算出した光源（面状光源装置５０）の出力の条件（１／αＡ）を面状
光源装置制御信号として、面状光源装置制御回路６０に出力する。
【０１３４】
　信号処理回路２１及び２２は、光源の出力を調整したら、画像の表示を終了するかを判
定する（ステップＳ２４）。信号処理回路２１及び２２は、画像の表示を終了しない（ス
テップＳ２４でＮｏ）と判定した場合、ステップＳ１６に進む。これにより、信号処理回
路２１及び２２は、画像の表示を終了するまで、入力信号（画像）に応じて、伸長係数α

Ａを決定し、その伸長係数αＡに基づいて出力信号を生成し、信号の伸長に対応して面状
光源装置５０の光量を調整する処理を繰り返す。信号処理回路２１及び２２は、画像の表
示を終了する（ステップＳ２４でＹｅｓ）と判定した場合、本処理を終了する。
【０１３５】
　表示装置１０は、以上の処理を行うことで、上述した効果を得ることができる。なお、
表示装置１０は、第４副画素を備える場合でも、当該第４副画素を使用せずに画像を表示
させるモードを備えていても良い。
【０１３６】
　本実施形態によれば、信号処理回路２１と信号処理回路２２とが協働して、伸長係数α

Ａの決定及び伸長処理を行うことができる。これにより、表示装置１０は、半導体チップ
のピン数に制約がある場合であっても、画像表示パネル３０の高解像度化に対応すること
ができる。
【０１３７】
　また、信号処理回路２１及び２２は、同一の回路構成を有する。つまり、信号処理回路
２１及び２２は、同一のマスクを用いて同一の製造工程で製造されることができる。これ
により、表示装置１０は、マスタ用の信号処理回路とスレーブ用の信号処理回路とを別個
に設計及び製造する場合と比較して、設計コスト及び製造コストを低減することができる
。
【０１３８】
　また、信号処理回路２２のα集計部２２３は、信号処理回路２２がマスタとして動作す
るときは動作するが、信号処理回路２２がスレーブとして動作するときは動作しない。こ
のとき、表示装置１０は、α集計部２２３への電力供給を遮断すれば、消費電力を低減す
ることができる。
【０１３９】
　また、信号処理回路２１は、伸長係数α１と伸長係数α２とに基づいて、伸長係数αＡ

を決定する。信号処理回路２１は、例えば、伸長係数α１と伸長係数α２との小さい方を
伸長係数αＡに決定することができる。これにより、表示装置１０は、画質の低下を抑制
することができる。
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【０１４０】
　また、信号処理回路２１は、例えば、伸長係数α１と伸長係数α２との大きい方を伸長
係数αＡに決定することができる。これにより、表示装置１０は、面状光源装置５０の輝
度をより低下させ、消費電力を低減することができる。
【０１４１】
　また、信号処理回路２１は、伸長係数α１と伸長係数α２との間の値、例えば伸長係数
α１と伸長係数α２との平均値を伸長係数αＡに決定することができる。これにより、表
示装置１０は、画質の低下の抑制と、消費電力の低減と、を調和させることができる。
【０１４２】
（変形例１）
　上記実施形態では、１つのマスタとしての信号処理回路と、１つのスレーブとしての信
号処理回路と、が接続される場合について説明したが、１つのマスタとしての信号処理回
路と２つ以上のスレーブとしての信号処理回路とが接続されることとしても良い。
【０１４３】
　図１４は、１つのマスタとしての信号処理回路と、２つのスレーブとしての信号処理回
路と、の接続を示す図である。図１４に示す例では、信号処理回路２１及び２２に、信号
処理回路２３が更に接続されている。
【０１４４】
　信号処理回路２１、２２及び２３は、ディジーチェーン接続されても良いし、共有バス
結合されても良い。
【０１４５】
　信号処理回路２１は、画像表示パネル３０の複数の画素４８のうち、左側のＪ×Ｑ０個
（水平方向にＪ個（但し１≦Ｊ＜Ｐ０－１）、垂直方向にＱ０個）の第１の領域の処理を
担当するものとする。信号処理回路２２は、画像表示パネル３０の複数の画素４８のうち
、中央のＫ×Ｑ０個（水平方向にＫ個（但し１≦Ｋ＜Ｐ０－１）、垂直方向にＱ０個）の
第２の領域の処理を担当するものとする。信号処理回路２３は、画像表示パネル３０の複
数の画素４８のうち、右側の（Ｐ０－（Ｊ＋Ｋ））×Ｑ０個（水平方向に（Ｐ０－（Ｊ＋
Ｋ））個（但し１≦Ｊ＜Ｐ０－１、１≦Ｋ＜Ｐ０－１、Ｊ＋Ｋ＜Ｐ０－１）、垂直方向に
Ｑ０個）の第３の領域の処理を担当するものとする。
【０１４６】
　信号処理回路２３は、信号処理部２３１と、α送受信部２３２と、α集計部２３３と、
を有する。信号処理部２３１は、α算出部２３１ａと、伸長処理部２３１ｂと、を有する
。
【０１４７】
　このように、信号処理回路２３は、信号処理回路２１及び２２と同一の回路構成を有す
る。つまり、信号処理回路２１、２２及び２３は、同一のマスクを用いて同一の製造工程
で製造されたものである。本変形例では、信号処理回路２１は信号処理回路２２及び２３
のマスタとして動作し、信号処理回路２２及び２３は信号処理回路２１のスレーブとして
動作する。信号処理回路２１、２２及び２３がマスタとして動作するかスレーブとして動
作するかは、信号処理回路２１、２２及び２３に入力される少なくとも１ビット幅（本変
形例では２ビット幅）の設定信号で設定される。
【０１４８】
　信号処理回路２１は、少なくとも１本（本変形例では２本）の設定信号入力端子（入力
ピン）２１Ｐを備え、信号処理回路２２は、少なくとも１本（本変形例では２本）の設定
信号入力端子（入力ピン）２２Ｐを備え、信号処理回路２３は、少なくとも１本（本変形
例では２本）の設定信号入力端子（入力ピン）２３Ｐを備えている。信号処理回路２１、
２２及び２３は、例えば、「Ｌ（ローレベル）Ｌ」の設定信号が入力される場合はマスタ
として動作し、「ＬＨ（ハイレベル）」の設定信号が入力される場合は第１のスレーブと
して動作し、「ＨＬ」の設定信号が入力される場合は第２のスレーブとして動作し、「Ｈ
Ｈ」の設定信号が入力される場合は第３のスレーブとして動作する。設定信号がｎビット
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幅（ｎは自然数）の場合、表示装置１０は、（２ｎ－１）個までのスレーブを備えること
ができる。
【０１４９】
　このように信号処理回路２１、２２及び２３は、同一の回路構成とすることで、マスタ
用の信号処理回路とスレーブ用の信号処理回路とを別個に設計及び製造する場合と比較し
て、設計コスト及び製造コストを低減することができる。
【０１５０】
　ローレベルの信号は、接地（ＧＮＤ）ラインと設定信号入力端子２１Ｐ、２２Ｐ及び２
３Ｐとを接続することで信号処理回路２１、２２及び２３に入力することができる。ハイ
レベルの信号は、電源（ＶＤＤ）ラインと設定信号入力端子とを接続することで信号処理
回路２１、２２及び２３に入力することができる。これにより、信号処理回路２１、２２
及び２３は、動作モードを容易かつ確実に設定することができる。
【０１５１】
　なお、本実施形態では、信号処理回路２１、２２及び２３が、設定信号入力端子を備え
、設定信号入力端子に設定信号が入力されることとした。しかし、信号処理回路２１、２
２及び２３が、モード設定用のレジスタを内蔵し、パワーオン時の初期化処理の際に外部
のアプリケーションプロセッサからレジスタに入力される（書き込まれる）設定信号（モ
ード値）に従って、マスタ又はスレーブとして動作することとしても良い。これにより、
信号処理回路２１、２２及び２３の動作モードをソフトウェアから設定することができ、
仕様変更等に柔軟に対応することができる。
【０１５２】
　信号処理回路２１のα算出部２１１ａは、第１の領域に関して、伸長係数α１を算出す
る。また、α算出部２１１ａは、１／α１を算出する。なお、伸長係数の算出処理につい
ては、前述した通りである。
【０１５３】
　信号処理回路２２のα算出部２２１ａは、第２の領域に関して、伸長係数α２を算出す
る。また、α算出部２２１ａは、１／α２を算出する。
【０１５４】
　信号処理回路２３のα算出部２３１ａは、第３の領域に関して、伸長係数α３を算出す
る。また、α算出部２３１ａは、１／α３を算出する。
【０１５５】
　信号処理回路２２のα送受信部２２２は、α算出部２２１ａで算出された伸長係数α２

を、信号処理回路２１のα送受信部２１２に送信する。また、α送受信部２２２は、α算
出部２２１ａで算出された１／α２を、α送受信部２１２に送信しても良い。１／α２の
演算（逆数演算）は処理負荷が大きいので、α送受信部２２２がα算出部２２１ａで算出
された１／α２をα送受信部２１２に送信することで、信号処理回路２１の処理負荷を軽
減することができる。これは、スレーブとして動作する信号処理回路が多くなればなるほ
ど効果的である。
【０１５６】
　信号処理回路２３のα送受信部２３２は、α算出部２３１ａで算出された伸長係数α３

を、信号処理回路２１のα送受信部２１２に送信する。また、α送受信部２３２は、α算
出部２３１ａで算出された１／α３を、α送受信部２１２に送信しても良い。１／α３の
演算（逆数演算）は処理負荷が大きいので、α送受信部２３２がα算出部２３１ａで算出
された１／α３をα送受信部２１２に送信することで、信号処理回路２１の処理負荷を軽
減することができる。
【０１５７】
　伸長係数α２のビット幅を１０ビット、１／α２のビット幅を１０ビットとした場合、
信号処理回路２２から信号処理回路２１に送信されるデータ量は２０ビットとなり、極め
て少量である。
【０１５８】



(26) JP 2014-191338 A 2014.10.6

10

20

30

40

50

　伸長係数α３のビット幅を１０ビット、１／α３のビット幅を１０ビットとした場合、
信号処理回路２３から信号処理回路２１に送信されるデータ量は２０ビットとなり、極め
て少量である。
【０１５９】
　なお、先に実施形態で説明したように、スレーブとして動作する信号処理回路が２つあ
る場合は、図１２に示す時刻ｔ１から時刻ｔ１１のバスサイクルがスレーブの数、つまり
本変形例では２回行われる。
【０１６０】
　信号処理回路２１のα集計部２１３は、α算出部２１１ａで算出された伸長係数α１と
α送受信部２１２で受信された伸長係数α２及びα３と、を集計し、画像表示パネル３０
全体としての伸長係数αＡを決定する。また、α集計部２１３は、１／αＡを決定する。
【０１６１】
　α集計部２１３は、例えば、伸長係数α１、α２及びα３のうちの最小のものを伸長係
数αＡに決定することができる。これにより、表示装置１０は、画質の低下を抑制するこ
とができる。
【０１６２】
　また、α集計部２１３は、例えば、伸長係数α１、α２及びα３のうちの最大のものを
伸長係数αＡに決定することができる。これにより、表示装置１０は、面状光源装置５０
の輝度をより低下させ、消費電力を低減することができる。
【０１６３】
　また、α集計部２１３は、伸長係数α１、α２及びα３のうちの最小のものと伸長係数
α１、α２及びα３のうちの最大のものとの間の値、例えば伸長係数α１と伸長係数α２

と伸長係数α３との平均値を伸長係数αＡに決定することができる。これにより、表示装
置１０は、画質の低下の抑制と、消費電力の低減と、を調和させることができる。
【０１６４】
　また、α集計部２１３は、伸長係数α１、α２及びα３のうちの中央値を伸長係数αＡ

に決定することができる。これにより、表示装置１０は、画質の低下の抑制と、消費電力
の低減と、を調和させることができる。
【０１６５】
　また、α集計部２１３は、伸長係数α２を大きい重みで、伸長係数α１及びα３を小さ
い重みで算出した加重平均値を伸長係数αＡに決定することができる。これにより、表示
装置１０は、画像観察者に与える影響が大きい画像表示パネル３０の中央部分の画質の低
下の抑制と、消費電力の低減と、を調和させることができる。
【０１６６】
　信号処理回路２１のα送受信部２１２は、α集計部２１３で決定された伸長係数αＡ及
びその逆数１／αＡを信号処理回路２２のα送受信部２２２及び信号処理回路２３のα送
受信部２３２に送信する。α送受信部２２２は、受信した伸長係数αＡ及びその逆数１／
αＡを伸長処理部２２１ｂに出力する。α送受信部２３２は、受信した伸長係数αＡ及び
その逆数１／αＡを伸長処理部２３１ｂに出力する。
【０１６７】
　なお、先に実施形態で説明したように、スレーブとして動作する信号処理回路が２つあ
る場合でも、図１２に示す時刻ｔ１２から時刻ｔ２のバスサイクルは１回だけ行われる。
【０１６８】
　伸長係数αＡのビット幅を１０ビット、１／αＡのビット幅を１０ビットとした場合、
信号処理回路２１のα送受信部２１２から信号処理回路２２のα送受信部２２２及び信号
処理回路２３のα送受信部２３２に送信されるデータ量は２０ビットとなり、極めて少量
である。
【０１６９】
　信号処理回路２１の伸長処理部２１１ｂは、α集計部２１３で決定された伸長係数αＡ

を用いて、第１の領域に伸長処理を行う。信号処理回路２２の伸長処理部２２１ｂは、α
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送受信部２２２で受信された伸長係数αＡを用いて、第２の領域に伸長処理を行う。信号
処理回路２３の伸長処理部２３１ｂは、α送受信部２３２で受信された伸長係数αＡを用
いて、第３の領域に伸長処理を行う。なお、伸長処理については、前述した通りである。
【０１７０】
　なお、信号処理回路２２のα集計部２２３及び信号処理回路２３のα集計部２３３は、
信号処理回路２２及び２３がマスタとして動作するときは動作するが、信号処理回路２２
及び２３がスレーブとして動作するときは動作しない。このとき、α集計部２２３及び２
３３への電力供給を遮断すれば、消費電力を低減することができる。
【０１７１】
　本変形例によれば、信号処理回路２１と信号処理回路２２と信号処理回路２３とが協働
して、伸長係数αＡの決定及び伸長処理を行うことができる。これにより、表示装置１０
は、半導体チップのピン数に制約がある場合であっても、画像表示パネル３０の高解像度
化に対応することができる。
【０１７２】
　また、信号処理回路２１、２２及び２３は、同一の回路構成を有する。つまり、信号処
理回路２１、２２及び２３は、同一のマスクを用いて同一の製造工程で製造されることが
できる。これにより、表示装置１０は、マスタ用の信号処理回路とスレーブ用の信号処理
回路とを別個に設計及び製造する場合と比較して、設計コスト及び製造コストを低減する
ことができる。
【０１７３】
　また、信号処理回路２２のα集計部２２３及び信号処理回路２３のα集計部２３３は、
信号処理回路２２及び２３がマスタとして動作するときは動作するが、信号処理回路２２
及び２３がスレーブとして動作するときは動作しない。このとき、表示装置１０は、α集
計部２２３及び２３３への電力供給を遮断すれば、消費電力を低減することができる。
【０１７４】
　また、信号処理回路２１は、伸長係数α１と伸長係数α２と伸長係数α３とに基づいて
、伸長係数αＡを決定する。信号処理回路２１は、例えば、伸長係数α１、α２及びα３

のうちの最小のものを伸長係数αＡに決定することができる。これにより、表示装置１０
は、画質の低下を抑制することができる。
【０１７５】
　また、信号処理回路２１は、例えば、伸長係数α１、α２及びα３のうちの最大のもの
を伸長係数αＡに決定することができる。これにより、表示装置１０は、面状光源装置５
０の輝度をより低下させ、消費電力を低減することができる。
【０１７６】
　また、信号処理回路２１は、例えば、伸長係数α１、α２及びα３のうちの最小のもの
と伸長係数α１、α２及びα３のうちの最大のものとの間の値、例えば伸長係数α１と伸
長係数α２と伸長係数α３との平均値を伸長係数αＡに決定することができる。これによ
り、表示装置１０は、画質の低下の抑制と、消費電力の低減と、を調和させることができ
る。
【０１７７】
　また、信号処理回路２１は、伸長係数α１、α２及びα３のうちの中央値を伸長係数α

Ａに決定することができる。これにより、表示装置１０は、画質の低下の抑制と、消費電
力の低減と、を調和させることができる。
【０１７８】
　また、信号処理回路２１は、伸長係数α２を大きい重みで、伸長係数α１及びα３を小
さい重みで算出した加重平均値を伸長係数αＡに決定することができる。これにより、表
示装置１０は、画像観察者に与える影響が大きい画像表示パネル３０の中央部分の画質の
低下の抑制と、消費電力の低減と、を調和させることができる。
【０１７９】
　また、信号処理回路２２のα集計部２２３及び信号処理回路２３のα集計部２３３は、
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信号処理回路２２及び２３がマスタとして動作するときは動作するが、信号処理回路２２
及び２３がスレーブとして動作するときは動作しない。このとき、表示装置１０は、α集
計部２２３及び２３３への電力供給を遮断すれば、消費電力を低減することができる。
【０１８０】
（変形例２）
　上記実施形態では、面状光源装置５０全体を一律に駆動する場合について説明したが、
面状光源装置５０を部分駆動することとしても良い。
【０１８１】
　図１５は、部分駆動可能な面状光源装置を示す平面図である。図１５に示すように、こ
の面状光源装置５１は、水平方向（列方向）に１２、垂直方向（行方向）に３の計３６個
のブロックに区画されている。
【０１８２】
　信号処理回路２１は、面状光源装置５１の複数のブロックのうち、図１５中左側の６×
３個（水平方向に６個、垂直方向に３個）のブロック群５１ａの制御を担当する。信号処
理回路２２は、面状光源装置５１の複数のブロックのうち、図１５中右側の６×３個（水
平方向に６個、垂直方向に３個）のブロック群５１ｂの制御を担当する。
【０１８３】
　この場合、信号処理回路２１及び２２の各々が担当するブロック数は、３×１２（ＬＥ
Ｄ）／２＝１８（ブロック）となる。
【０１８４】
　スレーブとして動作する信号処理回路２２からマスタとして動作する信号処理回路２１
に送信されるデータ量は、各ブロックの伸長係数α２を１０ビット幅、１／α２を１０ビ
ット幅とすると、１８（ブロック）×２０（ビット）＝３６０（ビット）となり、少量で
あり、十分実用に耐えうる。
【０１８５】
　また、マスタとして動作する信号処理回路２１からスレーブとして動作する信号処理回
路２２に送信されるデータ量は、１／αＡを１０ビット幅とすると、（６×２）（灯）×
１０（ビット）＝１２０（ビット）となり、少量であり、十分実用に耐えうる。
【０１８６】
　本変形例によれば、信号処理回路２１及び２２は、面状光源装置５１を部分駆動させる
ことが可能である。これにより、信号処理回路２１及び２２は、きめ細かい光量制御を行
うことが可能であり、画像の画質の低下の抑制、消費電力の低減を実現することができる
。
【０１８７】
＜２．適用例＞
　次に、上記実施形態及びその変形例に係る表示装置の一適用例について説明する。本実
施形態に係る表示装置は、携帯電話、スマートフォン等の携帯端末装置、テレビジョン装
置、デジタルカメラ、ノート型パーソナルコンピュータ、ビデオカメラ、或いは、車両に
設けられるメータ類などのあらゆる分野の電子機器に適用することが可能である。言い換
えると、本実施形態に係る表示装置は、外部から入力された映像信号或いは内部で生成し
た映像信号を、画像或いは映像として表示するあらゆる分野の電子機器に適用することが
可能である。電子機器は、表示装置に映像信号を供給し、表示装置の動作を制御する制御
装置を備える。
【０１８８】
（適用例１）
　図１６は、適用例１に係る電子機器の構成の一例を示す斜視図である。電子機器１００
は、携帯電話機であり、例えば、図１６に示すように、本体部１１１と、本体部１１１に
対して開閉可能に設けられた表示体部１１２とを備えている。本体部１１１は、操作ボタ
ン１１５と、送話部１１６を有している。また、電子機器１００は、電子機器１００の全
体の制御を司る制御装置１２０を内蔵している。表示体部１１２は、表示装置１１３と、
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受話部１１７とを有している。表示装置１１３は、電話通信に関する各種表示を、表示装
置１１３の表示画面１１４に表示するようになっている。電子機器１００は、表示装置１
１３の動作を制御するための制御部（図示せず）を備えている。この制御部は、制御装置
１２０の一部として、又はその制御装置１２０とは別に、本体部１１１又は表示体部１１
２の内部に設けられている。電子機器１００の全体の制御を司る制御装置１２０は、表示
装置１１３の制御部に映像信号を供給する。つまり、制御装置１２０は、電子機器１００
で表示する映像を決定し、決定した映像の映像信号を表示装置１１３の制御部に送ること
で、表示装置１１３に決定した映像を表示させる。
【０１８９】
　表示装置１１３は、上記実施形態及びその変形例に係る表示装置１０と同一の構成を備
えている。これにより、表示装置１１３において、画質の低下を抑制しつつ、低消費電力
化を実現することができる。
【０１９０】
　なお、上記実施形態及びその変形例に係る表示装置１０を適用可能な電子機器としては
、以上に説明した携帯電話機等の他にも、表示装置付き時計、表示装置付き腕時計、パー
ソナルコンピュータ、液晶テレビ、ビューファインダ型又はモニタ直視型のビデオテープ
レコーダ、カーナビゲーション装置、ページャ、電子手帳、電卓、ワードプロセッサ、ワ
ークステーション、テレビ電話機、ＰＯＳ端末器等が挙げられる。
【０１９１】
　ここで、電子機器１００は、画像を表示するアプリケーション（ソフトウェアや機能）
に応じて、再現ＨＳＶ色空間を分割する規則とそれぞれの空間に設定する限界値の情報と
を示すデータ（以下、条件という）を切り換えるようにしても良い。図１７は、電子機器
の制御動作の一例を示すフローチャートである。電子機器１００は、主に表示装置１１３
の信号処理回路２１及び２２と制御装置１２０とによって演算処理を実行することで図１
７に示す処理を実現する。
【０１９２】
　制御装置１２０は、実行されているアプリケーションを特定し（ステップＳ３０）、ア
プリケーションに対応した条件を抽出する（ステップＳ３１）。
【０１９３】
　次に、表示装置１１３は、再現ＨＳＶ色空間を複数に分割し（ステップＳ３２）、分割
した空間のそれぞれに対して限界値を設定する（ステップＳ３４）。表示装置１１３は、
記憶されたデータを読み出すことで、色空間の分割と限界値の設定を行う。
【０１９４】
　表示装置１１３は、限界値を設定したら、入力信号を取得し（ステップＳ３６）、取得
した入力信号と再現ＨＳＶ色空間（明度の最大値）と限界値とに基づいて伸長係数を算出
する（ステップＳ３８）。具体的には上述した工程で処理を行い、伸長した出力信号が再
現ＨＳＶ色空間（明度の最大値）を超える範囲が、限界値を超えない伸長係数を求める。
【０１９５】
　次に、信号処理回路２２は、伸長係数α２を信号処理回路２１に送信し、信号処理回路
２１は、複数の伸長係数α１及びα２に基づいて、１つの伸長係数αＡを決定する（ステ
ップＳ３９）。
【０１９６】
　信号処理回路２１は、例えば、伸長係数α１と伸長係数α２との小さい方を伸長係数α

Ａに決定することができる。これにより、表示装置１１３は、画質の低下を抑制すること
ができる。
【０１９７】
　また、信号処理回路２１は、例えば、伸長係数α１と伸長係数α２との大きい方を伸長
係数αＡに決定することができる。これにより、表示装置１１３は、面状光源装置５０の
輝度をより低下させ、消費電力を低減することができる。
【０１９８】
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　また、信号処理回路２１は、伸長係数α１と伸長係数α２との間の値、例えば伸長係数
α１と伸長係数α２との平均値を伸長係数αＡに決定することができる。これにより、表
示装置１１３は、画質の低下の抑制と、消費電力の低減と、を調和させることができる。
【０１９９】
　その後、表示装置１１３は、入力信号と伸長係数αＡとに基づいて各副画素の出力信号
を算出し、出力し（ステップＳ４０）、さらに光源の出力を調整する（ステップＳ４２）
。表示装置１１３は、光源の出力を調整したら、画像の表示を終了するかを判定する（ス
テップＳ４４）。電子機器１００は、画像の表示を終了しない（ステップＳ４４でＮｏ）
と判定した場合、表示装置１１３及び制御装置１２０によってアプリケーションの切り換
えがあるかを判定する（ステップＳ４６）。制御装置１２０は、アプリケーションの切り
換えあり（ステップＳ４６でＹｅｓ）と判定した場合、ステップＳ３１に進み、条件を切
り換える。制御装置１２０は、アプリケーションの切り換えなし（ステップＳ４６でＮｏ
）と判定した場合、ステップＳ３６に進む。これにより、電子機器１００は、画像の表示
を終了するまで、入力信号（画像）に応じて、伸長係数を決定し、その伸長係数に基づい
て出力信号を生成し、信号の伸長に対応して面状光源装置の光量を調整する処理を繰り返
す。また、電子機器１００は、アプリケーションが切り換えられた場合、そのアプリケー
ションの条件に基づいて入力信号を伸長させることができる。電子機器１００は、画像の
表示を終了する（ステップＳ４４でＹｅｓ）と判定した場合、本処理を終了する。
【０２００】
　電子機器１００は、以上の処理を行うことで、上述した効果を得ることができる。また
、電子機器１００は、アプリケーションの切り換えに対応して条件を切り換えることで、
例えば、画質の劣化が許容される場合、伸長係数を大きくし、高い画質が要求される場合
、伸長係数を小さくすることができる。これにより、利用用途に対応し、さらに画質を維
持しかつ消費電力を低減することができる。
【０２０１】
（適用例２）
　図１８は、本実施形態に係る表示装置が適用されるテレビジョン装置を示す図である。
このテレビジョン装置は、例えば、フロントパネル５１１及びフィルターガラス５１２を
含む映像表示画面部５１０を有しており、この映像表示画面部５１０は、本実施形態に係
る表示装置である。
【０２０２】
（適用例３）
　図１９及び図２０は、本実施形態に係る表示装置が適用されるデジタルカメラを示す図
である。このデジタルカメラは、例えば、フラッシュ用の発光部５２１、表示部５２２、
メニュースイッチ５２３及びシャッターボタン５２４を有しており、その表示部５２２は
、本実施形態に係る表示装置である。図１９に示すように、このデジタルカメラは、レン
ズカバー５２５を有しており、レンズカバー５２５をスライドさせることで撮影レンズが
現れる。デジタルカメラは、その撮影レンズから入射する光を撮像することで、デジタル
写真を撮影することができる。
【０２０３】
（適用例４）
　図２１は、本実施形態に係る表示装置が適用されるビデオカメラの外観を示す図である
。このビデオカメラは、例えば、本体部５３１、この本体部５３１の前方側面に設けられ
た被写体撮影用のレンズ５３２、撮影時のスタート／ストップスイッチ５３３及び表示部
５３４を有している。そして、表示部５３４は、本実施形態に係る表示装置である。
【０２０４】
（適用例５）
　図２２は、本実施形態に係る表示装置が適用されるノート型パーソナルコンピュータを
示す図である。このノート型パーソナルコンピュータは、例えば、本体５４１、文字等の
入力操作のためのキーボード５４２及び画像を表示する表示部５４３を有しており、表示
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部５４３は、本実施形態に係る表示装置により構成されている。
【０２０５】
（適用例６）
　図２３は、携帯型コンピュータ、多機能な携帯電話、音声通話可能な携帯コンピュータ
又は通信可能な携帯コンピュータとして動作し、いわゆるスマートフォン、タブレット端
末と呼ばれることもある、情報携帯端末を示す図である。この情報携帯端末は、例えば筐
体５６１の表面に表示部５６２を有している。この表示部５６２は、本実施形態に係る表
示装置である。
【０２０６】
＜３．本開示の構成＞
　また、本開示は、以下の構成をとることもできる。
【０２０７】
（１）
　第１の色を表示する第１副画素、第２の色を表示する第２副画素、第３の色を表示する
第３副画素及び第４の色を表示する第４副画素を含む画素が２次元マトリクス状に配列さ
れた画像表示パネルと、
　前記画像表示パネルの複数の領域を分担し、自身が担当する領域への入力信号の入力Ｈ
ＳＶ色空間の入力値を、前記第１の色、前記第２の色、前記第３の色及び前記第４の色で
再現される再現ＨＳＶ色空間の再現値に変換して生成し、生成した出力信号を前記画像表
示パネルに出力する複数の信号処理回路と、
　を備え、
　前記複数の信号処理回路は、前記画像表示パネル全体に関する伸長係数αＡを協働して
決定し、
　前記信号処理回路は、自身が担当する領域に関して、
　少なくとも前記第１副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第１副画素
の出力信号を算出して前記第１副画素へ出力し、
　少なくとも前記第２副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第２副画素
の出力信号を算出して前記第２副画素へ出力し、
　少なくとも前記第３副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第３副画素
の出力信号を算出して前記第３副画素へ出力し、
　前記第１副画素の入力信号、前記第２副画素の入力信号及び前記第３副画素の入力信号
に基づいて前記第４副画素の出力信号を算出し、前記第４副画素へ出力する、
　表示装置。
【０２０８】
　（２）
　前記複数の信号処理回路の内の１つは、前記複数の信号処理回路の他に対してマスタと
して動作し、
　前記複数の信号処理回路の他は、マスタとして動作する前記信号処理回路に対してスレ
ーブとして動作し、
　前記複数の信号処理回路の各々は、自身が担当する領域への入力信号に対する伸長係数
を算出し、
　スレーブとして動作する前記信号処理回路は、自身が算出した伸長係数をマスタとして
動作する前記信号処理回路に送信し、
　マスタとして動作する前記信号処理回路は、自身が算出した伸長係数と、スレーブとし
て動作する前記信号処理回路から受信した伸長係数と、に基づいて、前記伸長係数αＡを
決定し、スレーブとして動作する前記信号処理回路に送信する、
　前記（１）に記載の表示装置。
【０２０９】
（３）
　前記複数の信号処理回路は、同一の回路構成を有する半導体集積回路であり、外部から
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入力される設定信号に応じて、マスタ又はスレーブとして動作する、
　前記（２）に記載の表示装置。
【０２１０】
（４）
　マスタとして動作する前記信号処理回路は、前記複数の信号処理回路が算出した複数の
伸長係数のうちの最小のものを前記伸長係数αＡに決定する、
　前記（２）又は（３）に記載の表示装置。
【０２１１】
（５）
　前記信号処理回路は、
　自身が担当する領域への入力信号に対する伸長係数を算出する算出部と、
　自身が担当する領域への入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記出力信号を算出
する伸長処理部と、
　自身が算出した伸長係数を、マスタとして動作する前記信号処理回路に送信し、前記伸
長係数αＡを、マスタとして動作する前記信号処理回路から受信する送受信部と、
　自身が算出した伸長係数と、スレーブとして動作する前記信号処理回路から受信した伸
長係数と、に基づいて、前記伸長係数αＡを決定する集計部と、
　を備える、
　前記（３）又は（４）に記載の表示装置。
【０２１２】
（６）
　スレーブとして動作する前記信号処理回路の前記集計部は、電力供給が遮断され、動作
しない、
　前記（５）に記載の表示装置。
【０２１３】
（７）
　スレーブとして動作する前記信号処理回路は、自身が算出した伸長係数の逆数をマスタ
として動作する前記信号処理回路に送信し、
　マスタとして動作する前記信号処理回路は、前記伸長係数αＡの逆数をスレーブとして
動作する前記信号処理回路に送信する、
　前記（２）から（６）のいずれか１つに記載の表示装置。
【０２１４】
（８）
　前記画像表示パネルを照明する光源装置を備え、
　マスタとして動作する前記信号処理回路は、少なくとも前記伸長係数αＡに基づいて、
前記光源装置の輝度を制御する、
　前記（２）から（７）のいずれか１つに記載の表示装置。
【０２１５】
（９）
　複数のブロックを有して、前記画像表示パネルを照明する光源装置を備え、
　前記複数の信号処理回路の各々は、前記画像表示パネルを照明する前記光源装置の自身
が担当する領域を照明する前記ブロックを制御する、
　前記（２）から（７）のいずれか１つに記載の表示装置。
【０２１６】
（１０）
　前記算出部は、
　前記再現ＨＳＶ色空間に対して、色相及び彩度の値の組み合わせにおいて前記再現ＨＳ
Ｖ色空間の明度の最大値に対して当該最大値を超える幅の割合の上限である限界値を設定
し、
　前記入力信号の各副画素の信号に対して乗算した値のうち明度の最大値を超える値が、
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前記明度の最大値に前記限界値を乗算した値を超えない範囲で、前記入力信号に対する伸
長係数を算出する、
　前記（１）から（９）のいずれか１つに記載の表示装置。
【０２１７】
（１１）
　前記算出部は、
　前記再現ＨＳＶ色空間を彩度、明度及び色相の少なくとも１つで複数に分割し、分割し
た複数の空間のうち少なくとも２つの空間に対して、色相及び彩度の値の組み合わせにお
いて前記再現ＨＳＶ色空間の明度の最大値に対して当該最大値を超える幅の割合の上限で
ある限界値として異なる値を設定する、
　前記（１０）に記載の表示装置。
【０２１８】
（１２）
　前記算出部は、前記彩度を基準として前記再現ＨＳＶ色空間を２つ以上の空間に分割す
る、
　前記（１１）に記載の表示装置。
【０２１９】
（１３）
　前記算出部は、前記色相を基準として前記再現ＨＳＶ色空間を２つ以上の空間に分割す
る、
　前記（１１）又は（１２）に記載の表示装置。
【０２２０】
（１４）
　前記算出部は、前記明度を基準として前記再現ＨＳＶ色空間を２つ以上の空間に分割す
る、
　前記（１１）から（１３）のいずれか１つに記載の表示装置。
【０２２１】
（１５）
　前記第４の色は、白色である、
　前記（１）から（１４）のいずれか１つに記載の表示装置。
【０２２２】
（１６）
　前記（１）から（１５）のいずれか１つに記載の表示装置と、
　前記表示装置に前記入力信号を供給する制御装置と、を有する電子機器。
【０２２３】
（１７）
　第１の色を表示する第１副画素、第２の色を表示する第２副画素、第３の色を表示する
第３副画素及び第４の色を表示する第４副画素を含む画素が２次元マトリクス状に配列さ
れた画像表示パネルと、前記画像表示パネルの複数の領域を分担し、自身が担当する領域
への入力信号の入力ＨＳＶ色空間の入力値を、前記第１の色、前記第２の色、前記第３の
色及び前記第４の色で再現される再現ＨＳＶ色空間の再現値に変換して生成し、生成した
出力信号を前記画像表示パネルに出力する複数の信号処理回路と、を備える表示装置の駆
動方法であって、
　前記複数の信号処理回路が、前記画像表示パネル全体に関する伸長係数αＡを協働して
決定するステップと、
　前記信号処理回路が、自身が担当する領域に関して、少なくとも前記第１副画素の入力
信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第１副画素の出力信号を算出して前記第１副画
素へ出力し、
　少なくとも前記第２副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第２副画素
の出力信号を算出して前記第２副画素へ出力し、
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　少なくとも前記第３副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第３副画素
の出力信号を算出して前記第３副画素へ出力し、
　前記第１副画素の入力信号、前記第２副画素の入力信号及び前記第３副画素の入力信号
に基づいて前記第４副画素の出力信号を算出し、前記第４副画素へ出力するステップと、
　を含む表示装置の駆動方法。
【０２２４】
（１８）
　第１の色を表示する第１副画素、第２の色を表示する第２副画素、第３の色を表示する
第３副画素及び第４の色を表示する第４副画素を含む画素が２次元マトリクス状に配列さ
れた画像表示パネルと、前記画像表示パネルの複数の領域を分担し、自身が担当する領域
への入力信号の入力ＨＳＶ色空間の入力値を、前記第１の色、前記第２の色、前記第３の
色及び前記第４の色で再現される再現ＨＳＶ色空間の再現値に変換して生成し、生成した
出力信号を前記画像表示パネルに出力する複数の信号処理回路と、を備える表示装置で、
前記複数の信号処理回路が実行する信号処理方法であって、
　前記複数の信号処理回路が、前記画像表示パネル全体に関する伸長係数αＡを協働して
決定するステップと、
　前記信号処理回路が、自身が担当する領域に関して、少なくとも前記第１副画素の入力
信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第１副画素の出力信号を算出して前記第１副画
素へ出力し、
　少なくとも前記第２副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第２副画素
の出力信号を算出して前記第２副画素へ出力し、
　少なくとも前記第３副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第３副画素
の出力信号を算出して前記第３副画素へ出力し、
　前記第１副画素の入力信号、前記第２副画素の入力信号及び前記第３副画素の入力信号
に基づいて前記第４副画素の出力信号を算出し、前記第４副画素へ出力するステップと、
　を含む信号処理方法。
【０２２５】
（１９）
　第１の色を表示する第１副画素、第２の色を表示する第２副画素、第３の色を表示する
第３副画素及び第４の色を表示する第４副画素を含む画素が２次元マトリクス状に配列さ
れた画像表示パネルの複数の領域の内の１つの領域を分担し、自身が担当する領域への入
力信号の入力ＨＳＶ色空間の入力値を、前記第１の色、前記第２の色、前記第３の色及び
前記第４の色で再現される再現ＨＳＶ色空間の再現値に変換して生成し、生成した出力信
号を前記画像表示パネルに出力する信号処理回路であって、
　前記複数の領域の内の他の領域を担当する他の信号処理回路と協働して、前記画像表示
パネル全体に関する伸長係数αＡを決定し、
　自身が担当する領域に関して、
　少なくとも前記第１副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第１副画素
の出力信号を算出して前記第１副画素へ出力し、
　少なくとも前記第２副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第２副画素
の出力信号を算出して前記第２副画素へ出力し、
　少なくとも前記第３副画素の入力信号及び前記伸長係数αＡに基づいて前記第３副画素
の出力信号を算出して前記第３副画素へ出力し、
　前記第１副画素の入力信号、前記第２副画素の入力信号及び前記第３副画素の入力信号
に基づいて前記第４副画素の出力信号を算出し、前記第４副画素へ出力する、
　信号処理回路。
【符号の説明】
【０２２６】
　１０　表示装置
　２１　信号処理回路
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　２１Ｐ　設定信号入力端子
　２２　信号処理回路
　２２Ｐ　設定信号入力端子
　２３　信号処理回路
　２３Ｐ　設定信号入力端子
　３０　画像表示パネル
　３１　ＴＦＴ基板
　３２　対向基板
　４０　画像表示パネル駆動回路
　４１　信号出力回路
　４２　走査回路
　４８　画素
　５０　面状光源装置
　５１　面状光源装置
　６０　面状光源装置制御回路
　４９Ｒ　第１副画素
　４９Ｇ　第２副画素
　４９Ｂ　第３副画素
　４９Ｗ　第４副画素
　２１１　信号処理部
　２１１ａ　α算出部
　２１１ｂ　伸長処理部
　２１２　α送受信部
　２１３　α集計部
　２２１　信号処理部
　２２１ａ　α算出部
　２２１ｂ　伸長処理部
　２２２　α送受信部
　２２３　α集計部
　２３１　信号処理部
　２３１ａ　α算出部
　２３１ｂ　伸長処理部
　２３２　α送受信部
　２３３　α集計部
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